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Ⅰ.  TRiLOGIを使用コンピュータへのインストール 

 
 
推奨ハードウェア構成 
80286 以上のマイクロプロセッサを搭載した IBM PC XT 及び AT 互換機以上の、OS が

MS-DOS 4.0V 以上が動作するコンピュータをお勧めいたします。 
 
ご使用になるコンピュータのハードディスクに TRiLOGI をインストールする場合次の

手順で行います。 

 
コンピュータ本体の電源をオンにして MS-DOS を起動します。 
MS-DOS が起動しますと画面にプロンプト(C:\>)が表示されます。 

 
初めに、TRiLOGI をインストールするディレクトリを作成します。 

 
キーボード上から次のように入力し<Enter>キーを押します。 

 
C:\>MD C:\TL3   （必要に応じてディレクトリ名及び場所を設定してください。） 

 
コマンドラインを今作成したディレクトリに移して、 

 
C:\>CD TL3 
C:\TL3> 

  
TRiLOGI ソフトウェアの入ったフロッピーディスクを A ドライブ(B ドライブ)に入れ

て、コピーコマンドを実行し、フロッピーディスク内のすべてのファイルをこの作成し

たディレクトリー内にコピーします。 

 
C:\TL3>COPY A:\ *.*   (ワイルドカードを使用し全ファイルをコピーします。) 

 
※ コピーコマンドの詳細は MS-DOS のリファレンスマニュアルを参照してください。 
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Ⅱ.  TRiLOGIの起動について 

 
 
TRiLOGI は IBM PC 及び AT 互換機の英語環境で起動します。日本語環境では動作でき

ません。日本語環境の英語モード及び完全な英語環境への切り替えは MS-DOS の環境

切り替えコマンドの US,CHEV か SWITCH コマンドを実行して、日本語環境を英語環

境に切り替えて TRiLOGI を起動します。  

 
 
TRiLOGI をインストールしたディレクトリにカレントドライブを移し、コマンドプロ

ンプトから次のように入力して<Enter>キーを押します。 

 
C:\TL3>US 

 
すると MS-DOS の日本語環境の英語モードに切り替わり、画面のコマンドプロンプト

は次の様に表示されます。 

 
C:\TL3> 

 
TRiLOGI の起動コマンド“TL”を次のように入カして<Enter>キーを押します。 

 
C:\TL3>TL 

 
※ 環境切り替えの詳細は MS-DOS のリファレンスマニュアルを参照してください。 
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Ⅲ.  マウスの使用について 

 
 
ご使用になるコンピュータ PC にマウスの設定がある場合、(マウスの設定及びマウス

ドライバーの詳細はご使用のマウスドライバーのマニュアルを参照してください。）

TRiLOGI は自動的にマウスの設定を検出して操作可能な状態になります。TRiLOGI は
次の様なマウスのアクション(マウスの移動やボタンを押す動作)とキー操作を一致さ

せています。 

 
 

マウスの動作   相当するキー操作 

 

1. 左に動かす    ← 

2. 右に動かす    → 

3. 上に動かす    ↑ 

4. 下に動かす    ↓ 

 
マウスのボタン  相当するキー操作 

 

5. 左のボタンを押す   <Enter> 
6. 右のボタンを押す   <ESC> 
7. 中央ボタンを押す   <INS> 

        （3ボタンマウスのみ） 

 
 
しかし TRiLOGI はマウスを使用しなくても十分に早くかつ容易に操作できるよに開発

されたソフトウェアです。ご使用に際し、本マニュアルに用意された“TRiLOGI を見

みよう”や“手にとってやってみよう”などを通じて、キー操作を簡単にご理解頂ける

事と思います。また TRiLOGI が Triangle Research International から供給される一連の

PLC とのインターフェイスを考慮すると、プログラムの作成やそのプログラムを PLC
に転送するめに使用されるコンピュータは圧倒的にノートブック型コンピュータの割

合が多い事と思います。ほとんどのノート型コンピュータには外部シリアルポートの

RS-232C ポートは 1 つしかないため、このポートをマウスに割り当てるより PLC 等の

アプリケーションの通信等に確保される事をご推薦いたします。 
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Ⅳ.  ビデオ オプションのセッティング 

 
 
ご使用になる IBM PC 及び AT 互換機コンピュータのモニターのディスプレイタイプに

合わせて次のビデオオプション（グラフィックタイプ）で使用できます。 

 
 
  モノクロ ディスプレイ アダプター タイプ      ( MDS ) 
  ヘラクレス グラフィック アダプター タイプ    ( HGC )  

  カラー グラフィック アダプター タイプ        ( CGA ) 
  エンハンス グラフィック アダプター タイプ    ( EGA ) 
  ビデオ グラフィック アレイ タイプ            ( VGA ) 標準 

 
次にビデオオプションの設定の方法をご説明します。 

 
1. コンピュータの電源をオンにして、カレントトライブを TRiLOGI の入っているド

ライブ(A or C, etc)のディレクトリに合わせます。 

 
2. 英語環境を確認の後コマンドプロンプトより次のように入カして<Enter>キーを押

して TRiLOGI を起動します。 

 
C:\TL3>TL 

 
3. すると TRiLOGI のコピーライトのタイトル画面がスクリーンの中央に表示されま

す。その後どれかのキーを押してください。 

 
4. スクリーン上部に[File],[Edit],[Simulate],[Print],[Option]のメインメニューバー

が表示され、最初の[File]アイテムが強調(ハイライト)されています。この強調さ

れたハイライトバーは本マニュアルを通じて“セレクションバー”と表現します。 

 
5. TRiLOGI は完全なメニュー操作方式を採用しています。スクリーン上の各メニュ

ーアイテムにセレクションバー動かしてコマンドを選択し<Enter>キーを押すこと

によてコマンドを実行します。またクローズや取り止めは<ESC>キーを押すことに

よって実行できます。メインメニューバーは選択時に個々のプルダウンメニュー

の基準として、画面上部に水平一列に整列されております。 
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これらのプルダウンメニューはコマンドのメニュー項目を選択するとオープンで

きます。 

 
TRiLOGI のコマンドの操作には簡単なキー操作で実行できるように、主に、下記

のキー割り当てています。 

 
<←↑↓→> セレクションバーを任意の方向に動かします。 

<Enter>  メニューコマンドを選択または実行します。 

<ESC>   メニューコマンドをクローズまたは取り止めます。 

 
6. <←→>キーを使って、メインメニューバーのハイライトバーをオプション[Option]

メニューに移動させて<Enter>キーを押すか、[Option]メニューのホットキーであ

る<O>キーを押すことによって[Option]メニューがプルダウンします。 

 
7. [Option]の下に[Video Display],[Sound],[Logic Label]のメニューが現れますので、

ハイライトバーを[Video Display]に選択して<Enter>キーか<V>キーを押すと、第 2
メニューの[Color],[LCD or B&W],[Monochrome],[Fefresh Display]がポップアップ

します。ご使用のコンピュータのディスプレイモードに合わせ、このメニューの

アイテム[Color],[LCD or B&W],[Monochrome]から選択してください。 

 
① カラータイプ 

 
ご使用のコンピュータのビデオカードが CGA タイプでモニターが EGA およ

び VGA タイプの場合はカラーモードの[Color]を選択してください、また LCD
タイプ(ラップトップやノート型コンピュータ)の白黒、緑、アンバー画面の場

合、[LCD or B&W]を選択してください。選択されるとポップアップメニュー

の右端に ON と表示し設定されます。 

 
② モノクロタイプ 

 
ご使用のビデオカードがモノクロの MDA および HGC のどちらかの場合、

TRiLOGI はこのビデオタイプを自動的に検出して、ポップアップメニューの

[Monochrome]を自動的に ON 表示します。この場合、モノクロモード以外は

選択できません。 
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8. 以上、ビデオオプションを設定した後は設定環境を再編成しこの設定環境を保存

するため TRiLOGI を一度終了させなければなりません。 

 
終了の方法は、始めにこのビデオメニューのオプションメニューを閉じる<ESC>
キーを押してください。次に<←→>キーでハイライトバーを[File]に移動させ

<Enter>キーを押し、ファイル[File]メニューを開き、<↑↓>キーを使ってハイライ

トバーを[Quit]に合わせ<Enter>キーを押すと TRiLOGI を終了できます。 
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第２章  はじめに 

 
 

Ⅰ.  TRiLOGIを見てみよう 

 
 
まず始めに TRiLOGI をお使いになる前に、ユーザのご理解を深めて頂くため、TRiLOGI
の各コマンドの機能を回路の作成及び編集をしないで、とりあえず始めに TRiLOGI の
内容を見てみましょう。さあ TRiLOGI を見学してみましょう。 
 
 
1. 第１章の TRiLOGI の起動やビデオオプションのセッティングでご説明したように

TRiLOGI を起動してくたさい。TRiLOGI のコピーライトのタイトル画面が表示さ

れたらどれかのキーを押してください。 

 
2. ここでは TRiLOGI のパッケージディスクに添え付けされている、デモ用のサンプ

ルプログラムのファイルを使ってご説明します。 

 
デモ用のサンプルプログラムのファイルをロードしましょう。 

 
ファイル[File]メニューにセレクションバーを合わせて<Enter>キーを押すか、<F>
キーを押すとファイル[File]メニューがプルダウンします。ハイライトバーがロー

ド[Load]に合っていて図 2.1 のように強調されています。 

 
ロード[Load]をオープンするには<Enter>キーを押し、クローズするには<ESC>キー

を押します。(TRiLOGI のプルダウンメニューの標準的なオープン/クローズの方

法は<Enter>,<ESC>を使って操作します。何回かここでご確認ください。) 

 
ここでファンクション<F1>キーを押すとヘルプメッセージが現れます。このヘルプ

メッセージは、あなたがどこの作業で、どのような状態で、この<F1>キーを押した

のかを TRiLOGI ソフトウェアは自動検出して状況依存的なヘルプメッセージ(英

語メッセージ)を表示します。 
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File Edit Controller Simulate Print Option

Load
Save                F10
Change Dir
Write to
New
DOS Access
Quit                Alt-X

  図 2.1 

 
3. ヘルプメセッージをクローズしてファイル[File]メニューをオープンしてくださ

い。<↑↓>キーを動かすと、セレクションバーがスクロールします。 

 
<←→>キーを動かすと自動的にファイル[File]メニューはクローズされ、となりの

メニューがオープンされます。ここで何回かお試しください。 

 
4. ファイル[File]メニューを再びオープンし、セレクションバーでロード[Load]を選

択して<Enter>キーを押してください。 

 
プロンプトボックスが図 2.2 のように現れ[*.PC3]の様にワイルドカードと拡張子

でファイルを強調し表示しています。<Home>,<End>,<Del>,<Backspace>等のキーを

使ってプロンプトボックスの文字キャラクターを操作・編集できます。 

 
ここでは単に<Enter>キーを押して“PC3”の拡張子をつけた、デモ用のサンプルプ

ログラムのファイルを呼び出します。 

 
Load File Name

   . PC3*

  図2.2 

 
5. ディレクトリーウィンドウがオープンし“.PC3”の拡張子がつけられたファイル

をすべて表示します。セレクションバーでファイル選択し<Enter>キーを押すこと

によってファイルをオープンできます。ここでは[DEMO.PC3]を選択して<Enter>
キーを押してください。 
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6. [DEMO.PC3]をロードするとファイル[File]メニューはクローズされ、画面は直ち

にラダーロジックエディター画面の回路編集用のブラウズモード The Browse 
Mode に移行します。図 2.3 の様にラダーロジックプログラムの最初の回路が表示

されて、カソールが左上の位置で点滅しています。 

 
このラダーロジックエディター画面の回路編集用のブラウズモード The Browse 
Mode では画面最上部にメインメニューが水平に表示され、この左下に回路番号

[Circuit #1]を表示し、その右側にファイル名[C:DEMO.PC3]を表示します。画面の

最下部には対応するキー操作を指示するメッセージを表示します。 

 
7. <↑↓>キーを動かすことによってカソールが上下に動き、同時に画面内の回路を

順次スクロールできます。このとき左上にはカソールの位置にある回路番号

[Sircuit #( )]を表示します。また<Ctrl-PgUp>,<Ctrl-PgDn>キーを押ことによって 1
ページごとにスクロールできます。ここでお試しください。 

 
 

  
ESC-Menu <Ins>-Cir.Menu <spbar>-Edit →↑↓← <Ctrl_PgUp/Dn>-First/Last

File Controller Simulate Print Option CircuitEdit
Circuit #1 C:DEMO.PC3

Start
(RLY)

(TIM)

[AVseq]

[RSseq]

[MaSRT]

Emerstop

Run

Run

Duration

Seq1

Seq1

MaRST

Clk:0.1s

Clk:0.1s

Run

Run

Duration

Duration

FwdRev

FwdRev

Duration

Hello, welcome to the comment feature of TRiLOGI!!
You are allowed to enter up 3 lines per comment to describe any
feature or purpose of the following circuits.

-Scroll
  図2.3 

 
 
8. 画面に収まらない右端のラダー回路の部分は<←→>キーまたは<Home>,<End>キー

を使って水平にスクロールすることができます。 

 
9. ラダー回路の接点やコイルの上部に“Start”,“Emerstop”,“Duration”等の文字名

が表示されています。これらは回路作成時の最初に I/O 表にあらかじめ割り付け定

義された“ラベル名 Label”で実際の回路作成や検索等に使用されます。
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つづけて I/O 表を見てみましょう。 

 
10. メインメニューに戻るために<ESC>キーを押してください。そしてエディット

[Edit]メニューにセレクションバーを合わせ<Inter>キーを押して、図 2.4 の様にエ

ディット[Edit]メニューをプルダウンしてください。 

 
このエディット[Edit]メニューは各 I/O 表の集合で、最上部にロジック[Logic],そし

て入力[Input],出力[Output],リレー[Relay],タイマ[Timer],カウンタ[Counter]の計5
つの I/O 表が縦に並んでいます。これらの I/O 表に回路作成に使用する要素をラベ

ル名としてそれぞれ名前を割り付て定義します。 

 
各メニューコマンドの右端のファンクションキー(F2～F6)はホットキーに当てら

れていてメインメニューをオープンしなくても回路編集のブラウズモード The 
Browse Mode で、このファンクションを押すことによって呼び出し可能です。 

 

 

  

File Controller Simulate Print Option CircuitEdit
C:DEMO.PC3

Star
(RLY)

(TIM)

[AVseq]

[RSseq]

[MaSRT]

Run

Run

Duration

Seq1

Seq1

MaRST

Clk:

Clk:

wdRev

wdRev

Duration

Hello, welcome to the comment feature of TRiLOGI!!
You are allowed to enter up 3 lines per comment to describe any
feature or purpose of the following circuits.

Logic

Input

Output

Relay

Timer

Counter

F2

F3

F6

F5

F4

<ESC>-Browse <F2toF6>-I/O TBL <F8>-Monitor <F9>-Run <F10>-Save   図2.4 

 
 
11. プルダウンメニューから[Input]を選択してください。すると図 2.5 の様に入力表が

ポップアップします。画面最下部のヘルプラインも I/O 表ように変わります。I/O
表の中を<→↑↓←>キー及び<PgUp>,<PuDn>キーでセレクションバーをスクロー

ルさせてください。入力表[Input]には最大 128 点まで入力点を割り付け定義でき

ます。 

 
しばらくの間、これらの操作を実際にご確認ください。
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File Controller Simulate Print Option CircuitEdit
C:DEMO.PC3

(RLY)

(TIM)

[AVseq]

[RSseq]

[MaSRT]

Run

Duration

Seq1

Seq1

MaRST

wdRev

wdRev

come to the comment feature of TRiLOGI!!

nter up 3 lines per comment to describe any
f the following circuits.

F2

F3

F6

F5

F4

Input
I/O # Label CH bit

1      
2        
3      
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

i00:0
i00:1
i00:2
i00:3
i00:4
i00:5
i00:6
i00:7
i01:0
i01:1
i01:2
i01:3
i01:4
i01:5

<ESC>-Close <spbar>-Edit ↑↓ <Tab>-Next Field <Ins>-Shift →←-Move -other TBLs

start
Emerstop
FwdRev

  図 2.5 

 
 
12. それでは次の I/O 表をオープンしてみましょう。 

 
<ESC>キーを押すことによって入力表[Input]をクローズして、エディット[Edit]メ
ニューに戻って他の I/O 表を選択してください。 

 
このほか他の I/O 表に移行する操作方法として次の 2 つの方法があります。 

 
a). 各 I/O 表のホットキー<F2>,<F3>,<F4>,<F5>,<F6>のキーを押すことによって各

I/O 表を直接オープンできます。ホットキーの割り当てはエディット[Edit]メ
ニューを参照してください。 

 
b). 現在の I/O表から他の I/O 表へ移行するのに<←→>キーを動かすことによって

直接、次のように各 I/O 表を順次オープンできます。 

 

  

Inputs Outputs Relays Timers Counters

入力 出力 リレー タイマ カウンタ

 

 

 

13. それそれの I/O表の中を<↑↓>または<PgUp>,<PgDn>キーを使ってセレクションバ

ーをスクロールさせて見てください。 
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I/O 表には最大、入力 Inputs-128 点、出力 Outputs-128 点、内部リレーRelays-256 点、

タイマ Timers-128 点、カウンタ Counters-128 点の割り付け定義をすることができま

す。それぞれの I/O 表の最終番号までスクロールさせて、各最大点数をご確認くだ

さい。 
※ 但しご使用のターゲット PLC によって、各 I/O の最大点数は、そのモデルの

CPU 容量によって制限されますのでご注意ください。 
 

この章ではラダーロジック回路の作成(エディット)は行いません。あくまで見学に

とどめ、実際の作成等は後章で詳しくご説明します。 

 
14. ここで I/O表の見学はこのぐらいにして<ESC>キーを押して再びラダーロジックエ

ディタ画面のブラウズモード The Browse Mode に戻りましょう。<ESC>キーはメイ

ンメニューとラダーロジックエディター画面に切り替えをする機能をもつていま

す。<ESC>キーを押すことで、簡単にコマンドの選択やエディット[Edit]メニュー

のプルダウンメニューの選択を交代に操作できます。 

 
15. ここで、ラダーロジックエディター画面の回路編集用のブラウズモードThe Browse 

Mode になると、メインメニューバーの右端に回路編集[Circuit]メニューが表示さ

れることに気が付かれたことと思います。この回路編集[Circuit]メニューは唯一こ

のラダーロジックエディター画面の回路編集用のブラウズモード The Browse 
Mode でのみ選択できるローカルメニューです。<Ins>キーを押すことによってこの

回路編集[Circuit]メニューをオープンできます。図 2.6 のようにオープンしてみま

しょう。 

 

  

File Controller Simulate Print Option CircuitEdit
Circuit #1

Start

[MaSRT]

Emerstop

Run

MaRST

Clk:0.1s

Clk:0.1s

Run

Run

Duration

Duration

FwdRev

FwdRev

Duration

Hello, welcome to the comment feature of 
You are allowed to enter up 3 lines per comment to 
feature or purpose of the following circuits.

Edit

Goto
Insert
Delete
Move
Copy
Kill
Replace Label
Find Label
Put Comments

Append

Select a circuit manipulation function   図2.6 
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16. 回路編集[Sircuit]メニューは作成した各々の回路を編集するためのコマンドのリ

ストです。たとえば移動[Move]コマンドを使ってシーケンス回路を回路番号ごと、

他の回路番号の間に移動したり、コピー[Copy]コマンドを使って回路を複写した

り、ラベル検索[Find Label]コマンドを使って設定されたラベル名を含む回路を検

索したり、挿入[Insert]コマンドで作成された回路の間に新しい回路を挿入したり、

削除[Delete]コマンドを使って作成された回路を削除できます。また回路編集

[Sircuit]メニューの[Edit]コマンドを実行して、回路作成モード Circuit Editing 
Mode に移行し、接点や記号を選んで回路の要素を作成することができます。 

 
ここでは TRiLOGI の見学のためラダープログラムの作成は行いません。 
詳細は後章でご説明します。<SEC>キーを押してこの回路編集[Circuit]メニューを

クローズしてください。クローズしてもまだあなたはラダーロジックエディタ画面

のブラウズモード The Browse Mode になっていると思います。 

 
17. ここで<Ctrl>と<PgUp>キーあるいは<↑>キーを使ってカソールを動かして、回路番

号 1[Circuit #1]に合わせてください。 

 
画面左上に表示される現在の回路番号[Circuit #1]をご確認ください。 

 
これからわたしたちはいくつかの回路作成の特徴を見学するために、現在のブラウ

ズモード The Browse Mode から回路作成モード Circuit Editing Mode へ移行します。

<Ins>キーを押して回路編集[Circuit]メニューの[Edit]コマンドを選択するか、単に

<Spacebar>キーを押すことによって回路作成モードCircuit Editing Modeへ移行でき

ます。 

 
18. 画面が回路作成モード Circuit Editing Mode に移行すると画面上のカソールは大き

くなり、<→>キーを一度だけ押すとカソールは要素“Start”の位置に移動して、図

2.6 の様にカソールの右端を点滅します。 

 
 

 

Start
(RLY)

(TIM)

Emerstop

Run

Run

Duration

 

図2.6 
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Start
(RLY)

(TIM)

Emerstop

Run

Run

Duration

 

図2.7 
 

<Tab>キーを押すと強調されている要素のカソールは左端を点滅するように切り替

わります。これは次の要素を接続するための接続位置を示します。 
この回路内を<←↑↓→>キーを使ってカソールを動かして見てください。このキー

操作では、カソールは回路番号[Circuit #1]以外の回路には移動できません。 
 

  

 

Start
(RLY)

(TIM)

Emerstop

Run

Run

Duration

 

図2.8 

 
並列(パラレル)接続がある場合、カソールは要素を強調するのではなく図 2.8 の様

に結合部分(要素“Start”と“Run”の接続部)を小さく指示します。 

 
19. 回路作成モード Circuit Editing Mode になるとメインメニューの右端の回路編集

[Circuit]メニューは内部要素[Ins Element]メニューに変わります。この内部要素

[Ins Element]メニューは回路作成モード Circuit Editing Mode でのみ起動できるロ

ーカルメニューに当てられています。 

 
内部要素[Ins Element]メニューにセレクションバーを合わせ<Ins>キーを押すと、

この内部要素[Ins Element]メニューを図 2.9 の様にオープンできます。プログラム

回路の作成には、この内部要素メニューから各々の要素を選択してラダープログラ

ムを作成します。内部要素メニューをクローズするには<ESC>キーを押します。 
また回路作成モード Circuit Editing Mode をクローズして、回路編集用のブロウズ

モード The Browse Mode に戻るにはもう一度<ESC>キーを押します。 
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File Controller Simulate Print OptionEdit

Circuit #1
Start

[MaSRT]

Emerstop

Run

MaRST

Clk:0.1s

Clk:0.1s

Run

Run

Duration

Duration

FwdRev

FwdRev

Duration

Hello, welcome to the comment feature of 
You are allowed to enter up 3 lines per comment to 
feature or purpose of the following circuits.

3:
4:
5:
6:
7:
8:
9:
0:
E:

2:

Select an element to be connected

Ins Element

1:

/ :
Edit Label
Not (Invert)

[ Func ]
[ Func ]
(          )
(          )

  図2.9 

 
 
20. このへんで、“TRiLOGI を見てみよう”を終了します。このデモ用のサンプルプロ

グラム以外に TRiLOGI のパッケージディスクの中には、拡張子“.PC3”を付けた

ファイルを添え付けしていますのでご参考ください。 
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第３章  手にとってやってみよう 

 
 

Ⅰ.  初めてのプログラム作成 

 
 
前章では簡単にキー操作や各アイテムのご紹介をいたしましたが、この章では

TRiLOGI を実際に使いって、順を追ってごいっしょにラダーロジックプログラムを作

成してみましょう。 
 

 

それでは次のような簡単なプログラムを作成してみましょう。 

 

 

 

 

Start
(RLY)

(TIM)

Emerstop

Run

Run

[AVseq]

(OUT)

(OUT)

(OUT)

(OUT)

(OUT)
Out5

Out4

Out6

Out3

Out7

(OUT)

(OUT)

(OUT)

Out1

Out8

Out2

Maxtime

Seq1Run Step Auto Maxtime

Clk:0.2s Auto

Seq1:1

Seq1:2

Seq1:3

Seq1:0

 

図3.1 
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1. コンピュータに TRiLOGI を起動します。 

 
2. ファイル[File]メニューをオープンして新規作成[New File]を選択します。 

 
3. プロンプトボックスが現れファイル名を記入するように要求します。キーボード

から“Trial1”と入力して<Enter>キーを押してください。 
(必要に応じて他のファイル名を記入してください。) 

 
ここでファイル名に拡張子を設定しないで入力した場合 TRiLOGI は自動的に

“.PC3”の拡張子をファイルに付けます。また“Trial1.PC3”と同じ名前のファイ

ルがすでにディスクのディレクトリの中に存在している場合、TRiLOGI は“上書

の確認”を要求します。 

 
プロンプトボックスに入力したファイル名をタイプミス等で修正する場合は、カソ

ールを修正文字に合わせて<Del>キーを使って削除し正しい文字を入力してくださ

い。また<Ctrl>と<Backspace>キーを同時に押すとプロンプトボックス内の文字をす

べて削除できます。 

 
4. 画面はラダーロジックエディター画面のブロウズモード The Browse Mode になり

ます。画面の左端に表示される垂直線は“電源母線”です。カソールの位置を上

下することで最初のラダーロジック回路をどこに作成するかを任意に調整できま

す。 

 
実際の回路作成の前に、図 3.1 のラダープログラムに使われている、次の I/O の割

り付け定義が必要です。 

 
 入力  Inputs  :  Start,Stop,Auto,Step 
 出力  Outputs :  Out1,Out2,Out3,Out4,Out5,Out6,Out7,Out8 
 リレー Relays  :  Run 
 タイマ Timers :  Maxtime 
 シーケンサ Sequencer :  Seq1 
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5. ここで第２章の“TRiLOGI を見てみよう”の I/O 表の説明を思い出してください。

[Inputs],[Outputs],[Relays],[Timers],[Sequencer]の各 I/O 表はエディット[Edit]メ
ニューからプルダウンした項目を選択することによって、各 I/O 表を呼び出しがで

きます。ここでは別の方法の、ラダーロジックエディター画面上から、各 I/O 表の

ホットキー<F2>～<F6>キーを使ってこれら I/O 表を画面にポップアップさせます。 

 
入力表[Inputs]のホットキー<F2>を押してください。 

 
6. 画面の左側に入力表[Inputs]が現れます。この入力表は、[I/O#],[Label],[CH:bit]

の 3 列 Column と各行 Row から構成されています。 

 
I/O 番号[I/O#]の列は 1 番から 128 番までの行番号を割り振られていて、この行番

号は順番づけられ固定されています。ラベル[Label]の列に、実際に割り付けする

要素の名前を記入します。最後の列のビット番号[CH:bit]は I/O 部分のビット番号

とチャンネル番号を示します。128 点の入力は各 8 ビット(Bit#0～7)の 16 チャンネ

ル(Cannel#0～15)より構成されます。このビット番号[CH:bit]の列は通常のプログ

ラム作成には必要なく、参照目的等に使用されます。 

 
7. セレクションバーを動かしてラベル[Label]列の[I/O#1]の行に合わせてください。

ここにキーボードから“Start”と入力します。ここでラベル Label のハイライバー

(セレクションバー)は最初の入力文字“S”を入力すると、すぐさま見えなくなり

ます。これにより要素ラベル名を入力していることを確認できます。 

 
<←→>,<Backspace>,<Del>,<Enter>キーを操作してラベル名を記入できます。ここで

入力した文字を完全に削除する場合は<Ctrl-Backspace>キーを押します。ラベル名

を記入中に<ESC>キーを押すとここで、入力された文字の取り消しができます。ラ

ベル名を入力後<Enter>キーを押すか、上下<↑↓>キーを動かすことで入力文字を

確定できます。 

 
ラベル名を正確に入力し<Enter>を押すと、自動的にセレクションバーは次の

[I/O#2]の行に移り、続けて次のラベル名を入力できます。“Start”と同様に“Stop”,
“Auto”,“Step”をそれぞれ I/O#2,#3,#4 に入力してください。ここで間違った文

字を入力してしまい入力し直す場合は、セレクションバーをそのラベル名の行に合

わせて<Spacebar>キーを押すと再び入力可能になります。 
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8. すべての入力を入力表[Inputs]に割り付け定義したら、次に続けて出力を出力表

[Outputs]に割り付け定義します。出力表のホットキー<F3>キーか右<→>キーを押

して出力表[Outputs]を呼び出してください。ここで第２章で説明した様に、現在

の作業内容にかかわらず<F3>キーか右<→>キーを動かして各 I/O 表を呼び出せま

す。出力表[Outputs]が現れたら、入力表の場合と同様に、“Out1”,“Out2”,(故意

に“Out3”を入力しないでください。）“Out4”,“Out5”,“Out6”,“Out7”,“Out8”
のラベル名を I/O#1 から順に記入して“Out4”が I/O#3 に、“Out5”が I/O#4 に割り

当てられるように“Out3”を跳ばして記入してください。これは後ほど、TRiLOGI
がラダーロジック作成時に、“Out3”を“Out2”と“Out4”の間に簡単に挿入でき

ることを試みるためです。 

 
9. すべての出力要素を出力表[Outputs]に割り付け定義したら右<→>キーを再び押し

て内部リレー表[Relays]を呼び出してください。ここにラベル名“Run”を入力し

てください。そして次に、右<→>キーを再び押してタイマ表[Timers]を呼び出しま

す。タイマ表[Timers]とカウンタ表[Counters]は今までの各 I/O 表とは異なり、数

値[Value]の列 Column を付加しています。この数値[Value]の列はタイマとカウン

タともに設定値 SV を登録するために使用します。 

 
10. タイマ表[Timers]の TIM#1 にラベル名“MaxTime”を入力して<Enter>キーを押し

てください。するとセレクションバーは自動的にとなりの数値[Value]の列に移動

して設定値 SV を入力可能な状態になります。TRiLOGI の各タイマの設定時間は

0.1sec(100msec)ステップで設定できます。ここでは、タイマ設定時間 5 分(300sec)
を設定するためこの数値[Value]の列に設定値 SV“3000”を入力してください。 

 

一度設定したタイマ表のラベル名や設定値を変更する場合は、セレクショバーをその場

所に合わせて、<Tab>キーを押すことでハイライトバーをラベル[Label]の列と設定

値 SV[Value]の列を交互に移動できます。 

 
11. ここで、最後に残ったシーケンサ“Seq1”の割り付け定義をします。このシーケ

ンサ機能は多くの自動制御機器等に使用される、制御ステップを決められたロジ

ックの順序で実行するための便利な機能です。TRiLOGI は各 32 ステップの 8 種類

のシーケンサ(Seq1～Seq8)をサポートしています。これらのシーケンサは現在のス

テップのシーケンサを保つため“ステップカウンタ”として使用します。 
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カウンタ表[Counters]の 1～8 の行番号のカウンタは通常のカウンタ機能とは別に、

最大 8 種類(個)までのシーケンサ機能に割り当てて使用することができます。この

シーケンサ機能を使用する場合は、カウンタ表[Counters]の CTR#1～8 行のラベル

[Label]の列に相当するシーケンサのラベル名として“Seq1”～“Seq8”のように

ラベル名を割り付け定義しなければなりません。 

 
例) カウンタ表の行“CTR#1”はシーケンサの“Seq1”,“CTR#2”は“Seq2 の様

に要素ラベル名を割り付け定義します。 

 
名前付けられた“Seq1”～“Seq8”以外のカウンタはシーケンサー機能は構成でま

せんが、他の名前を使用して(最大 8 文字)通常のカウンタとして使用できます。 
また、同様にカウンタ表の CTR#1～8 行に任意の名前を付け、通常のカウンターと

しても使用できます。 

 
まだタイマ表[Timers]の場合は、右カ<→>キーを再び動かすか<F6>キーを押して、

カウンタ表[Counters]を呼び出してください。カウンタ表[Counters]の CTR#1 にシ

ーケンサ 1 のラベル名“Seq1”を入力して<Ente>キーを押してください。するとタ

イマの場合と同様にセレクションバーは自動的に数値[Value]の列に移動します。

ここに設定値 SV として“3”を登録してください。 

 
12. 私たちはこれで、各I/Oとタイマとカウンタの割り付け定義を完了しました。 

<ESC>キーを押し各 I/O 表をクローズしてください。 

 
ラベル名の割り付け定義はプログラムを作成する上でかならず必要な作業です。 
ラダー回路作成中に再度ラベル名の割り付け定義が必要になった場合、各 I/O 表の

ホットキー<F2>～<F6>を押して各 I/O 表を呼び出して、何時でもラベル名を割り付

け定義してください。 

 
あなたはまだラダーロジックエディタ画面のブロウズモード The Browse Mode に

なっていると思います。<Spacebar>キーを押すか、<Ins>キーを押して[Edit]を選択

するか、どちらかの方法で回路作成モード Circuit Editing Mode に引き続いて移り

ましょう。 

 
13. ブロウズモードから回路作成モードに移ると電源母線のカソールが大きく(フル

カソール)なります。また画面のメインメニューバー右端のメニュー[Circuit]が
[Ins Element]に変わります。 
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これから図 3.2 のように回路[Circuit #1]を作成しましょう。 
 

 

Start
(RLY)

(TIM)

Stop

Run

Run

MaxTime

 

図3.2 [Circuit #1] 
 

 
14. 内部要素[Ins Element]メニューの最初の要素記号“1 : ”をセレクションバ

ーを動かして選択するか、<1>キーを押して選択してください。この要素記号はカ

レントカソールの位置より NO(常時開)接点をシリアル(直列)接続する内部要素

を現します。 

 
前もって、割り付け定義した入力表[Inputs]が図3.3のように画面右側に現れます。

セレクションバーをこの表内で動かして、この接点に割り当てるラベル名を選択し

ます。 

 
ここで入力表[Inputs]のラベル名(要素)は今選択した“1 : ”以外の接点構成

は選択できません。選択した要素記号は左下に小さくウィンドウとして表示されま

す。もし間違って別の要素記号を選択してしまった場合は、<ESC>キーを押して、

作業を中断し、再び内部要素[Ins Elenent]メニューより選択し直してください。 

 
 

   
ESC-Abort <Ins>-Select Name -Move <HomeEnd>-I/O

File Controller Simulate Print Option Ins ElementEdit
Circuit #1 C:DEMO.PC3

<PgUpPgDn>-Scroll

Inputs
I/O # Label CH bit

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

i00:0
i00:1
i00:2
i00:3
i00:4
i00:5
i00:6
i00:7
i01:0
i01:1
i01:2
i01:3
i01:4
i01:5

Start
Stop
Auto
Step

Inserting type 1:

< >↑↓
  図3.3 
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15. <↑↓>キーを使ってセレクションバーをラベル名“Start”に合わせて<Enter>キー

を押してください。すると画面に NO シリアル接点“Start”が強調されて出現しま

す。もしこれが NO シリアル接点の“Start”でなく間違えて選択してしまった場合

は、<Del>キーを押すことで画面上にフルカソールで強調されている要素記号を削

除できます。またカソールをフルカソールで強調されている要素記号に合わせて

</>キーを 1 回押すと、NC 接点は NO 接点に、NO 接点は NC 接点にそれぞれ接点

構成を変更できます。 

 
画面上の接点“Start”を再び見てください。ここで接点“Start”がフルカソールで

強調されていて、このフルカソールの右端が点滅しているのを確認できると思いま

す。次の接点をこの接点より接続する場合、この点滅している位置に接続されます。

この位置は<Tab>キーを押すことによって点滅している位置を左右に切り替えるこ

とができます。そして切り替えたこの位置から次の接点を接続することができます。

ここでは次の要素記号“Stop”を NC シリアル接点で接続するためフルカソールの

右端が点滅している状態にしておいてください。 

 
16. 再び<Ins>キーを押して内部要素[Ins Element]メニューより、<F2>キーを押すかセ

レクションバーを動かして“2 : ”を選択してください。そして入力表より

ラベル名“Stop”を選択すると、画面には“Start”接点の右横にフルカソールで強

調されていてる NC シリアル接点の“Stop”接点が現れます。 

 
17. 次に“Stop”接点の右側に内部リレーの“Run”コイルを接続します。内部要素[Ins 

Element]メニューの“7 : ”と“8 : ”が内部リレー,タイマ,カウンタの

コイルに使用できます。 

 
ここでは“7 : ”のシリアル接続のコイルを選択してください。すると画面

の右側に出力表[Outputs]が現れます。ここでわたしたちは“Run”を内部リレーと

して前もってリレー表[Relays]に割り付け定義しているので、右<→>キーか<F4>キ
ーを押してリレー表[Relays]を呼び出します。 

 
入力表[Inputs]は決して出力コイルには使用できません。TRiLOGI は出力コイルを

選択した場合画面に入力表を表示しません。 

 
リレー表[Relay]より“Run”を選択してください。するとあなたの回路は図 3.4 の

様に作成できたと思います。 



 23

Start
(RLY)

Stop Run

 

図3.4 

 
この回路記号“--(RLY)”は内部リレーコイルを表現します。TRiLOGI は自動的

に画面の右端に選択されたコイルの種類を設定しコイル出力支線を接続して回路

を作成します。 

 
18. 次にリレーコイルの下に、ラベル名“MaxTime”のタイマコイルをパラレル接続し

ます。このコイルを接続するため、内部要素[Ins Element]メニューをオープンして

“8 : ”のアイテムを選択してください。これは既存のコイルに対してパラ

レル接続でコイルを追加接続することができます。このアイテムを選択するとリ

レー表[Relays]が再び画面にポップアップします。ここではタイマを選択するため、

右<→>キーか<F5>キーを押してタイマ表[Timers]を再びオープンしラベル名

“MaxTime”をこの表より選択してください。 

 
19. 回路番号[Circuit #1]を完成させるためにもう 1 つの要素記号を接続しまければな

りません。それは“Start”接点にパラレル接続される NO の“Run”接点です。 

 
この回路は“Start”入力が一度 ON になるとコイル“Run”も ON になり、“Start”
入力が OFF になってもコイル“Run”は条件“Run”接点が NO 状態を維持する自

己保持回路としてラタープログラムに使用されます。 

 
左<←>キーを使ってフルカソールを“Start”接点に合わせ、<Ins>キーを押して内

部要素[Ins Element]メニューを再びオープンして、パラレル接続(単)の“3 : ”

アイテムを選択してください。するとリレー表[Relays]が再び画面にポップアップ

します。この表からラベル名“Run”を選択するとで、画面の回路には“Start”接

点にパラレル接続される NO の“Run”接点を作成することができます。 

 
これで回路[Circuit #1]を完成できました。 

 

<Enter>キーを押すことで回路[Circuit #1]の作成を確定し、カソールは次の回路

[Circuit #2]に移行し、引き続き同様に回路を作成できます。 
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Run Step Seq1
[AVseq]

Clk:0.2s Auto

Auto MaxTime

 

図3.5 [Circuit #2] 

 
20. ここでは既に、ご説明した通り、図 3.5 の回路[Circuit #2]の“Run”,“Step”,“Auto”,

“MaxTime”の 4 個のシリアル接続の要素を難無く作成できることと思います。 
回路[Circuit #2]の右端のコイルの記号“--[AVseq]”は回路[Circuit #1]とは異な

っていることにご注意してください。この角括弧“[     ]”は通常のコイルとは

区別された特殊機能を持ったコイルです。この要素を選択するには再び<Ins>キー

を押して要素記号[Ins Element]メニューの“9 : --[FUNC]”を選択すると、特殊

機能[Select a Function]メニューが図 3.6 のようにポップアップします。 

 

 

  
ESC-Abort <Ins>-Elem. Name

File Controller Simulate Print Option Ins ElementEdit
Circuit # 2 C:DEMO.PC3

Inserting type 4:

<Tab>-Insert Position

1 :
2 :
3 :
4 :
5 :
6 :
7 :
8 :
9 :
A :
B :
C :
D :

Decrement Rev. Counter
Reset Counter
Increment Rev. Counter
Advance Sequencer
Reset Sequencer
Set Sequencer to Step N
Latching Relay
Clear Latching Relay
Interlock Begin
Interlock off
Differentiate Up
Differentiate Down
Master Reset

Select a Function
[ DNctr ]
[ Upctr ]
[ RSctr ]
[AVseq]
[RSseq]
[ StepN ]
[ Latch ]
[ Clear ]
[ ILock ]
[  ILoff  ]

[MaRST]

( RLY )

( TIM )

Run

MaxTime

Start

Run

Stop

Run Step Auto

[ FUNC ]

<Enter>-Next <0-9>-Add Elem

[   DIFU]
[   DIFD]
δ

δ

  図3.6 

 
この回路で使用する特殊機能は、シーケンサ機能のシーケンサ 1 で、毎回その実行

状態が OFF から ON になったらシーケンサ 1 のステップカウンタを 1 ステップ先

に進める、アドバンスシーケンサ[Advance Sequencer]です。 

 
特殊機能[Select a Function]メニューの中のセレクションバーを“4:Advance 
Sequencer[AVseq]”に合わせて<Enter>キーを押すか、<F4>を押して選択してくださ

い。すると画面に特殊ビット[Special Bit]メニューのウィンドウ(図 3.8 参照)が画

面にポップアップします。このメニューから今回の練習では１つのシーケンサ機能

しか使用しませんので、[1:Sequencer1]を選択してください。 
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21. 次にラベル名“Clk:0.2s”と“Auto”の 2 つの接点を“Step”と NC“Auto”の接点

の両端にパラレル接続をしなければなりません。ここでは内部要素[Ins Element]
メニューのアイテム“3 : ”の要素を選択することはできません。なぜなら

ばここでは、2 つ以上の要素の接続が必要です。この要素は通常単独(1 個)接点の

パラレル支線接続に使用します。このような複数の要素をパラレル接続する場合

には、内部要素[Ins Element]メニューの中のアイテムの“5 : ”を使用しま

す。このアイテムは 2 つ以上の要素に渡りパラレル支線を架けることができます。 

 
この接続方法はフルカソールを“Step”に合わせて、<Ins>キーを押して、内部要素

[Ins Element]メニューからアイテム“5: ”を選択してください。すると支線

上の“Step”接点の左側に“  ”が現れ、パラレル支線の引き出し開始点を表示

します。 
 

今度はパラレル支線接続を完成させるために引き出し終了点を NC“Auto”接点の

右側に指示します。フルカソールを NC“Auto”接点に合わせて<Enter>キーを押し

ます。 

 
もう一つの“  ”が NC“Auto”接点の右側の支線上に現れ、パラレル支線の引

き出し終了点を表示し、I/O 表が画面にポップアップします。パラレル支線に接続

するラベル名を選択ます。 

 
  

Run Step Seq1
[AVseq]

Auto MaxTime

 

図3.7 

 
ここでは“Clk:0.2s”に関して、I/O 表,タイマ表,カウンタ表に割り付け定義してい

ない、ここで初めて現れるラベル名だと気が付つかれましたか。このラベ名はあら

かじめエディターに内部設定されている特殊ビット[Special Bit]機能の

0.2sec(200msec)周期の内部クロックパルスです。このラベル名は特殊ビット表

[Special Bit]に設定されていて、左右<←→>キーを使って割り付け定義した各 I/O
表を呼び出す時、ちようどカウンタ表[Counters]と入力表[Inputs]の間に位置づけ

られています。 
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今までの練習を通して、あなたは難無くすぐにタイマ表[Timers]をオープンできる

と思います。カウンタ表[Counters]を跳ばして右カソール<→>キーを 2 回押すこと

によって図 3.8 のように特殊ビット表[Special Bit]をオープンできます。 

 
 

  
ESC-Abort

File Controller Simulate Print Option Ins ElementEdit
Circuit # 2 C:DEMO.PC3

Inserting type 5 :

<PgUpPgDu>-Scroll

( RLY )

( TIM )

Run

MaxTime

Start

Run

Stop

Run Step Auto

<Enter>-Select Name <HomeEnd>-I/O

Special Bit
1 :  Sequencer  1
2 :  Sequencer  2
3 :  Sequencer  3
4 :  Sequencer  4
5 :  Sequencer  5
6 :  Sequencer  6
7 :  Sequencer  7
8 :  Sequencer  8
9 :  Normally ON Flag
0 :  First Scan Pulse
A :  0.01s Clock Pulse
B :  0.02s Clock Pulse
C :  0.1s Clock Pulse

E :  1.0s Clock Pulse
F :  1min Clock Pulse

[AVseq]
Seq1MaxTime

↑↓ -Move

D :  0.2s Clock Pulse

  図3.8 

 
この特殊ビット表[Special Bit]は、シーケンサ,クロックパルス,特殊ビットから構成

されています。これらの(1～F)内容は後章で詳しくご説明します。これらアイテム

のクロックパルス 6 種類(0.01s,0.02s,0.1s,0.2s,1.0s,1min)はあらかじめエディタの内

部に設定されています。これらのクロックパルスはタイムベースに基づくプログラ

ムの作成、たとえば点滅灯の時間制御やステッピングモータの駆動制御等を作成す

るような場合に非常に便利な機能です。ここでアイテムの(0.1sec クロックパルス)

“E:1.0s Clock Pulse”を使用した場合は、始めの 0.05sec この接点を ON し、次の

0.05sec この接点を OFF することを繰り返し動作するパルス周期 0.1sec という機能

です。 

 
特殊ビット表[Special Bit]の中から“D:0.2s Clock Pulse”を選択すると図 3.9 の様に

2 つの“  ”間にパラレル支線が引かれ、ラベル名“Clk:0.2s”の接点が回路に

構成されます。 

 

Run Step Seq1
[AVseq]

Auto MaxTime

Clk:0.2s
 

図3.9 
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22. ラベル名“Clk:0.2s”接点の横にシリアル接続するラベル名“Auto”の NO 接点を

追加する作業はとても簡単にできます。前回行った通りに内部要素[Ins Element]
メニューのアイテム“1 : ”を選択して入力表[Inputs]からラベル名“Auto”
を選択してください。 

 
これで回路[Circuit #2]を完成できました。 

 
23. つきの回路[Circuit#3～#6]は互いに同じような回路構成で、シーケンサ機能を使用

して出力 Out1～Out8 を交番点灯 Running Light させます。 

 
 

Seq1:1
(OUT)

Out1

(OUT)
Out8

 

図3.10 [Circuit #3] 

 
 

回路[Circuit #3]のラベル名“Seq1:1”はシーケンサー“Sequencer1”のステップ

“Step#1”を現します。各シーケンサーは Step#0 から#31 まで各ステップ個々の接

点に設定できます。NO 接点の“Seq1:1”はステップカウンタのシーケンサ

1(Sequencer1)が設定数値 1 に到達すると、この NO の“Seq1:1”接点を動作(ON)

します。たとえば同様に NC 接点の“Seq5:20”を設定した場合、この接点はステ

ップカウンタのシーケンサー5(Sequencer5)が設定数値 20 に到達するとその接点を

動作(ON)するようにプログラムすることができます。 

 
シーケンサ機能の NO 接点の“Seq1:1”を作成するには、内部要素[Ins Element]メ
ニューの中から“1 : ”を選択して、I/O 表が画面にポップアップしたら、左

右<←→>キーを動かして特殊ビット表[Special Bit]を呼び出します。(図 3.8 参照) 

 
この特殊ビット表[Special Bit]の中から“1:Sequencer1”を選択します。するとセカ

ンドメニューが現れて番号#0～#15 を提示します。(77 ページ図 6.8 参照)このセカ

ンドメニューはシーケンサーのステップ番号表で#0 から#31 まで設定できます。上

下<↑↓>キーか<PgUp>,<PgDu>キーを使用して表の中をスクロールできます。ここ

ではシーケンサ 1(Sequencer1)のステップ“Step#1”を設定するため“1”を選択し

てください。 
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24. わたしたちはこれまでローカルメニューの内部要素[Ins Element]メニューをその

つどオープンして各要素を選択することで回路を作成してきました。しかしここ

ではショートカットキーを使って内部要素[Ins Element]メニューをオープンしな

いで、内部要素[Ins Element]メニューのアイテム番号に相当する<0>～<9>の数字キ

ーを押すことで直接アイテムを選択してみましょう。 

 
今作成している残りの回路[Circuit #3]をこの方法で作成してみましょう。 

 
数字キー<7>を押すと“7 : ”のシリアル出力コイルがポップアップします。

出力[Outputs]表の中から“Out1”を選択して回路を作成してください。 
 

25. 回路番号[Circuit #4,#5,#6]は回路番号[Circuit #3]と基本的に同様な回路なので、簡

単に回路を作成することができると思います。そして回路番号[Circuit #5]の段階

になって出力[Outputs]表にラベル名“Out3”を故意に割り付け定義しなかったこ

とを思い出されたことと思います。ここで回路番号[Circuit #5]上で<F3>キーを押

すと出力表[Outputs]を呼び出すことができます。 

 
ここでラベル名“Out3”を出力表[Outputs]の“Out2”の“Out4”間に挿入して割

り付け定義するには、挿入する“Out4”の行にハイライトバーをに合わせて<Ins>
キーを押すと、次のようなメニューが画面にポップアップします。 

 

   

Shift I/O Entry
Insert Entry  (Shift Down)
Remove Entry  (Shift Up)

 

 

このメニューはあらかじめ作成した I/O 表に新しいラベル名を追加挿入するため

I/O 表の行を下方に移動させたり(Shift Down)、余計なラベル名を削除し行を上方

へ移動させる(Shift Up)ことができます。しかし、ここで注意しなければならない

点は、実際に入力点と出力点を配線された状態で入出力表の行を操作すると各 I/O
の割り付けした入出力ビットも対応して変わるということです。 

 

今回のやってみようは実際の入力点と出力点を配線されないと仮定していますの

で、任意に出力表[Outputs]を操作することができます。 
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メニューの“Insert Entry (Shift Down)”を選択すると出力表[Outputs]の中の“Out2”
と“Out4”の間に空白行が挿入できますので、ここに“Out3”を記入して、回路を

作成してください。 

 
回路番号[Circuit #5～#6]を作成すると、以上で今回のプログラムは完成です。 

 
26. この後、シュミレーション機能を試みます。その前に作成したプログラムを予め

ディスクに保存することを薦めします。回路の作成を終了したら回路作成モード

Circuit Edit Mode の最終回路で<Enter>キーか<ESC>を押してください。これにより

回路作成モード Circuit Edit Modeからブロウズモード The Browse Mode になります。

また<10>キーを押すか、ファイル[File]メニューの保存[Save]を選択してディスク

にこの作成したプログラムを保存することができます。 

 
27. TRiLOGI はラダー回路にコメントを挿入できますのでプログラムの内容等を明記

することができます。ブロウズモード The Browse Mode で点滅している下線のカソ

ールを<↑>キーを使って回路番号[Circuit #1]に合わせます。そして<Ins>キーを押

して回路編集[Circuit]メニューをオープンして、コメント挿入[Put Comments]コマ

ンドを選択するか<P>キーを押してください。すると画面の回路番号[Circuit #1]の
前にコメント行“Comment circuit”が現れます。(この場合もとの回路番号[Circuit 
#1]は回路番号[Circuit #2]になり以降回路番号は自動的に繰り上げられます。)各

コメント行“Comment circuit”は 70 キャラクターの 3 行までの文章の作成(英文キ

ャラクター)が可能です。このコメント行はプログラムの実行時は無視され、任意

の回路番号に挿入できます。ここで例として、コメント行“Comment circuit”に次

の様な文章を記入してみてくたさい。 
 

    This is my first proguram 

    ================== 
      Copyright ABC, Inc.  

  

このコメント行“Comment circuit”の文章作成には左右上下<←↑↓→>キー,<Ctrl- 
Left>,<Ctrl-Right>,<Del>,<Backspace>,<ESC>キー等を使用できます。 

 
この作業中に<F1>キーを押すとコメント行“Comment circuit”の操作方法に関する

ヘルプ画面を呼び出すことができます。 
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Ⅱ.  プログラムのシュミレート 

 
 
1. TRiLOGI は作成したプログラムをすぐに、PC スクリーン上で“プログラマブルコ

ントローラのシュミレート機能”を利用してプログラムのテストを行うことがで

きます。 

 
これから始めて TRiLOGI で作成したプログラムをテストしてみましょう。 

 
メインメニューのシュミレート[Simulate]メニューをプルダウンオープンして、コ

マンドの[Run (all I/Os reset) Ctrl-F9]を選択してください。TRiLOGI はすぐにこの

ラダープログラムの回路を評価して、プラグラムにエラーがなければ、引き続いて

プログラマブルロジックシュミレータ Programmable Logic Simulator 画面に移行し

ます。(図 3.11 参照) 

 
ここで練習用のプログラムをご説明した通りに作成したら評価エラーにはならな

いことと思いますが、もしここでエラーメッセージが出れば、図 3.1 の回路を参照

して必要な個所を修正し、再び試みてください。 

 
2. シュミレーション画面は 7 つの列、入力[Input],入力[Input],タイマ[Timer],カウン

タ/シーケンサ[CTR/SEQ],リレー[Relay],リレー[Relay],出力[Output]から構成さ

れています。ハイライトウィンドウは列をスクロールして選択した列を強調しま

す。ハイライトバーがハイライトウィンドウ内に 1 ヶ所表示され、選択されたラ

ベル名の行を強調表示します。 

 
あらかじめ各 I/O 表内に割り付け定義した入力,出力,リレー,タイマ,カウンタのラ

ベル名は自動的に相当する列に表示されます。また各ラベル名の右横にはその接点

やコイルの動作状態を表示する“LED”インジケータがあります。 
 

“・”/“－”の状態が動作 OFF を表わし、“＊”の状態が動作 ON を表わします。 
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図3.11 

 
 
3. 左右<←→>キーを使ってハイライトウィンドウを動かすことができます。また

<PgUp>,<PgDn>キーを押すと、選択されているハイライトウィンドウの各ページを

単独でスクロールできます。入力[Inputs]表とリレー表[Relays]のウィンドウにつ

いてはそれぞれ 2 個独立して各ページを表示できます。 

 
各要素のラベル名は 1ページに 20 個の行で表示します。入力[Input],タイマ[Timer], 
カウンタ/シーケンサ[Counter/Sequencer],出力[Output]の各列はそれぞれ 7 ページ

(#1～#7)128 点を格納しています。またリレー[Relay]の列のみ 13 ページ(#1～
#13)256 点を格納しています。 

 
各ウィンドウのページ番号はウィンドウの上部に表示されます。各列を選択すると

列内の行にハイライトバーが出現して、その選定位置にある要素ラベ名を強調表示

します。上下<↑↓>キーを使ってこのハイライトバーを動かして要素ラベル名に合

わせると、その選択された要素ラベルの I/O 番号をハイライトウィンドウの下部に

表示します。 
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4. ハイライトバーを入力[Input]カラムの“Start”に合わせてください。この要素ラ

ベル名“Start”の右側にある LED はグレー色の“・”と表示しています。これは

この要素接点が OFF 状態であることを意味します。今回の練習プログラムはこの

“Start”入力(実際にスタートボタンを押すように)がリレー“Run”およびタイマ

“MaxTime”を起動させるようになっています。 

 
<Enter>キーか<Ctrl-Enter>キーを一度押して“Start”入力を ON にしましょう。す

ると右側にある LED はグレー色から赤色の“＊”に変わったことに気がつかれた

ことと思います。このインジケータは“Start”入力は ON 状態になったということ

を意味します。そして同時にリレー“Run”も ON になり、タイマ“MaxTime”は

設定値 SV の 3000 から 0.1 秒ステップでカウントダウンします。 

 
5. シュミレートのボタン操作は<Enter>を一度押して ON、次に一度押して OFF する

様にトグル切り替えになっています。ここで“Start”入力を再度<Enter>を押して

ください。 

 
“Start”入力が OFF になってもリレー“Run”は ON 状態のままでタイマ“MaxTime”
は設定値から 0.1 秒ステップでカウントダウンし続けて、もう一度“Start”入力を

しても動作には関係なくなっていると思います。(“Run”の自己保持回路のため。) 

 
ここで<ESC>キーを押すとシュミレーション画面から折り返しラダー図画面へ切

り替えることができます。画面がラダー図に切り替わってシュミレート[Simulate]
のプルダウンメニューになっている場合は、<ESC>キーを 2 回押すとブロウズモー

ド The Browse Mode に変わります。そして図 3.12 のようにラダー図上の要素ラベル

“Run”が強調表示でされています。 

 
 

Run Step Seq1
[AVseq]

Auto MaxTime

Clk:0.2s

( RLY )

( TIM )
MaxTime

Run

Run

Start Stop

Auto
 

図3.12 
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各 I/O やコイルの動作およびロジックの状態はラダー図に直接表示されます。入力,
出力,リレー,タイマ,カウンタの各接点やコイルが動作状態(ON)になると自動的に

ラダー図の要素ラベルは強調表示されます。この機能を利用することで各 I/O やコ

イルの論理的な相互関係を容易に確認できますので、プログラムのデバックに大変

役立つことと思います。 

 
たとえば図 3.12 の回路ではリレー“Run”が自己保持(始めに“Start”入力が ON
するとリレーコイル“Run”は ON 状態になり、“Start”入力が OFF してもパラレ

ル接続の NO“Run”接点がリレーコイル“Run”を保持する。)しているのがビジ

ュアルに確認できます。 

 
タイマコイル“MaxTime”はリレーコイル“Run”にパラレル接続されているので、

同時に動作して、このタイマ設定時間の 5 分後に(現在値 PV が“0”にカウントダ

ウンしてタイムアップしたら)この接点を閉鎖します。リレーコイル“Run”の自

己保持を解除するには、入力“Stop”を ON させると NC 接点“Stop”が開いてリ

レーコイル“Run”を OFF できます。 

 
6. I/O をリセットしないでシュミレート機能を続行しましょう。ブロウズモード The 

Browse Mode からシュミレート画面に戻るにはメインメニューのシュミレート

[Simulate]メニューをプルダウンする方法と、直接ホットキー<F9>を押すことによ

って直ちにシュミレート画面に戻ることができます。 

 
ハイライトバーを入力“Stop”に合わせて<Enter>キーを 2 回押して(ON-OFF して)、

リレーコイル“Run”を OFF、タイマコイル“MaxTime”を非動作にしてください。 

 
7. 入力“Start”を再び動作(<Enter>キーを2回押してON-OFFする)し、次に入力“Auto”

を動作させてください。すると[CTR/SEQ]列のシーケンサ“Seq1”が、絶えず自

動的に 1 から 3 までカウントアップをくり返し出力[OUT]の“Out1-8”,“Out2-7”,
“Out3-6”,“Out4-5”を順次交番点灯(出力)します。 
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ここで入力“Auto”を何時でも OFF にするとシーケンサのステップカウンタは停

止し、出力信号はステップカウンタの現在値によって出力します。そして入力

“Step”を手動式に ON-OFF するとステップカウンタの現在値は 1 から 3 カウント

までカウントアップをくり返し、これに相当した出力信号を出力します。これらの

ロジックの相違をシュミレーション画面とラダー図とを切り替えて考察してみて

ください。 

 
8. タイマ“MaxTime”は設定値 SV から 0.1 秒ステップでカウントダウンし続けて、

現在値 PV が“0”にタイムアップすると、タイマコイルは ON 状態(オンディレイ

タイマ)になります。すると NC 接点の“MaxTime”は開いた状態になりますので、

この接点にシリアス接続されているシーケンス機能[AVseq]の“Seq1”は停止しま

す。 

 
9. もしここであなたの回路のタイマ“MaxTime”がまだタイムアップしていなければ、

シュミレーション機能の中でこのタイマの現在値 PV を変更して速めることがで

きます。この方法は左右<←→>キーを使ってハイライトウィンドウをタイマ[TIM]

の列に合わせ上下カソール<↑↓>キーを使ってハイライトバーを“MaxTime”の行

に合わせて<Enter>キーを押します。 

 
すると図 3.13 の様に現在値変更 Edit Present Value ウィンドウが現れます。 
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この現在値変更Edit Present Valueはシュミレーション機能のタイマ[TIM]およびカ

ウンタ/シーケンサ[CTR/SEQ]ともに使用可能です。ウィンドウ内のカレント現在

値[Current P.V.]欄の下の新現在値[New P.V.]欄の点滅しているカソールに変更値を

入力し、現在値 PV を変更できます。そして現在値 PV を変更すると、前回差値[Last 
Change]を自動的に計算し記録します。また全変更値[Net Total Change]は変更値の

総計を自動的に計算し記録します。変更値のクリアーは<Ctrl-C>キーを押します。

現在値変更Edit Present Valueウィンドウをクローズするには<ESC>キーを押します。 
 

またシュミレーション機能でタイマ[TIM]およびカウンタ/シーケンサ[CTR/ 
SEQ]コイルを強制的に ON/OFF させるには、ハイライトバーをこの要素ラベル名

に合わせて<Ctrl-Enter>キーを押すことによって切り替えられます。 

 
 

これで TRiLOGI を手にとってやってみようを終了します。 

 
 

この章では簡単なプログラムを作成し、そしてこのプログラムをシュミレート機能

を使ってテストしてみました。これらの作業を通じて TRiLOGI の素晴らしい機能

と豊富なアプリケーションを利用して簡単にプログラムが作成できるとをご理解

頂けた事と思います。各機能コマンドの操作方法や詳細につきましては次の章をご

参照ください。 
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第４章  メインメニュー リファレンス Main Menu Reference 

 
 
TRiLOGI は完全な“メニューの選択方式”で簡単に操作できます。画面に表示される

メニュー項目を選択して<Enter>キーを押すか、各コマンドの最初の文字(ショートカッ

トキー)キー押すことによって、コマンドを選択および実行できます。また選択したメ

ニューをクローズおよびか取り消しする場合は<ESC>キーを押します。 
 

 

Ⅰ.  メインメニュー [Main Menu] 

 

 

 

  
File Edit Controller Simulate Print Option

 

     TRiLOGI Version 3.2 メインメニューバー Main Menu Bar 

 
 
メインメニュー[Main Menu]は画面の最上部に水平に表示されます。このメニューは

TRiLOGI を使用して回路を作成する作業時、絶えず画面の最上部に(シュミレーション

機能を除いて)表示されます。メインメニューのアイテムメニューを選択すると、この

選択されたアイテムメニューは画面にプルダウンしてコマンドリスト(メニュー)をポ

ップアップします。 

 
 
各プルダウンメニューのコマンドリストの内容および機能を次にご説明します。 
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Ⅱ.  ファイルメニュー [File Menu] 

 
 
ファイルメニュー[File Menu]は TRiLOGI を終了させることなく、ご使用コンピュータ

のドライブや MS-DOS システムを直接操作できる便利な機能です。 
 
 
1. LOAD ロード 

 
このコマンドは TRiLOGI のラダープログラムファイルを、ご使用コンピュータに

呼び出す(ロード)ためのものてす。このコマンドを選択し実行されると画面にプロ

ンプトボックス Prompt Box が現れ、“*.PC3”と強調されて表示されます。 

 
ここで<Del>キーを押すとこのデフォルトの“*.PC3”を取り消し、ロードするファ

イル名を直接入力し<Enter>キーを押します。 
 

“*.PC3”が強調され表示され、どれかのキーを押すとこの強調はなくなり、プロ

ンプトボックス内で<Del>キーを押すと、カソールの文字だけ削除できるように切

り替わります。ファイル名を修正入力して<Enter>キーを押します。 

 
または、プロンプトボックスの“*.PC3”のままで<Enter>キーを押すと、カレント

ドライブのディレクトリ内の拡張子“.PC3”を付けられたファイルをすべて探しプ

ロンプトボックス内に表示します。ロードするファイル名にハイライトバーを選択

して<Enter>キーを押します。 

 
ファイル名は標準的なテキストエディタの場合と同様に<Home>,<End>,<Del>, 
<Backspace>,左右<←→>キー等で入力操作が可能で、入力文字は ASCII キャラクタ

ーで入力します。もし別のディレクトリー内にファイルを格納している場合はこの

ファイル名をフルパスで入力します。(例. C:\Tri3\Prog\*.PC3) 

 
拡張子を付けないでファイル名を入力した場合、(例:“DEMO”)TRiLOGI は自動

的にこのファイル名に拡張子“.PC3”を付けたと想定してカレントディレクトリー

内で“DEMO.PC3”のファイルを探します。 
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ファイルが別のディレクトリーに格納されていて、エラーメッセージが表示されて

ファイルをロードできない場合は、このファイル名を DOS のフルパスで入力(例. 

C:\Tri3\Prog\DEMO.PC3)するか、このファイルをロードする前にこのディレクトリ

ーにカレントを移して実行します。 

 
ファイル名は MS-DOS のワイルドカード(“*/?”:ワイルドカードの詳細は MS-DOS
のレファレンスマニアルを参照してください。)を使用して、ディレクトリー内の

相当するファイルをすべて探して表示できます。この中からファイル名を選択する

ことによってロードを実行できます。 

 
2. Save セーブ <F10> 
 

このコマンドは I/O 表を含め、このラダーロジックプログラムをディスクに保存し

ます。また TRiLOGI を起動しプログラムの作業中でも、ホットキー<F10>を押すこ

とによってセーブすることができます。 

 
3. Change Dir ディレクトリーの変更 

 
このコマンドを実行すると、画面にプロンプトボックスが現れ、現在のカレントド

ライブとディレクトリーを表示します。このプロンプトボックスに移動するドライ

ブ名やディレクトリー名を入力して<Enter>キーを押すと、カレントをこのドライ

ブやディレクトリーに移動できます。 

 
ファイルメニュー[File]のコマンド(ロード[Load],新規作成[New],書き換え[Write 
To])を実行した場合、DOS のフルパスを入力しない限り、デフォルトでカレント

ドライブのディレクトリーが選択されます。 

 
4. Write To 書き換え 

 
ラダーロジックプログラムのオリジナルのファイルは保存して置き、ファイルを別

名でディスクのカレントディレクトリーに名前を付けて保存するためのコマンド

です。 
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プロンプトポックスに書き換えるファイル名を入力するとこのラダーロジックプ

ログラムのファイル名を直ちに置き変えることかできます。そしてセーブのホット

キー<F10>を押すと元のファイル名はこの新しいファイル名でディスクに保存され

ます。ここで書き換えた新しいファイル名がすでにカレントディレクトリーに存在

している場合は“上書の確認”を要求します。 

 
5. New 新規作成 
 

新規にラダーロジックプログラムを作成する場合は、このコマンドを実行してくだ

さい。新規作成の場合は、必ず始めにファイル名を入力する必要があります。 

 
6. DOS Access DOS アクセス 

 
このコマンドは TRiLOGI を終了させることなく、子プロセルで MS-DOS のコマン

ド(FORMAT, RENAME,COPY 等)にアクセスできます。実行されると TRiLOGI の
画面は一時クリアーされ、子プロセスの MS-DOS プロンプトが現れます。“EXIT”
と入力すると子プロセスの MS-DOS プロンプトを終了し TRiLOGI に戻れます。 

 
ここで DOS コマンドの“Quit”と混同しないでください。DOS アクセスを実行し

て MS-DOS 操作中でも、TRiLOGI はアクテブ(動作中)な状態です。必ず MS-DOS
プロンプトを終了させるには“EXIT”と入力して、子プロセルの MS-DOS を終了

させてください。また MS-DOS プロンプトを終了せずに、再度 TRiLOGI の起動コ

マンドの“TL”を入力しないでください。子プロセスの MS-DOS で、再度 TRiLOGI
が起動して、リソースがなくなりシステムが不安定な状態になります。 

 
7. Quit 終了 <Alt-X> 
 

TRiLOGI を終了して DOS に戻るためのコマンドです。TRiLOGI は作成されたラダ

ーロジックプログラムがまだ保存されていない場合、終了時に“保存の確認”を要

求します。 

 
また終了時にオプションメニューの設定内容やプリンターの文字コードは自動的

に“TL3CONFI.TRI”のファイル名で保存されます。 
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Ⅲ.  エディットメニュー [Edit Menu] 

 
 
このコマンドは5つの I/O表にラベル名の割り付け定義を行いラダーロジックエディタ

を開始するために使用します。  

 
 
1. Logic ロジック 

 
このコマンドは回路を修正や削除するためラダーロジックエディタ画面に移行す

るために使用します。ラダーロジックエディタ画面とはスクリーン上部のメインメ

ニューと下部のヘルプメセッージラインの間に展開されます。 

 
ラダーロジックの詳細は第５章でご説明いたします。 

 
メインメニューからラダーロジックエディタ画面に移行する方法は、単に<ESC>
キーを押すことで実行できます。 

 
2. Input 入力表 <F2> 
 

このコマンドを実行すると、画面に図 2.4 の様に入力表[Inputs]をポップアップし

ます。この入力表には 128 点までの入力点(ラベル名)を割り付け定義することがで

きます。画面に表示できる入力表は 1 度に 16 点まです。この入力表の中を<PgUp>, 
<PgDn>キーを押して 1 ページつづ、または上下カソール<↑↓>キーを使ってスク

ロールできます。画面に入力表が表示されると、画面下部のヘルプメッセージライ

ンも同時に I/O 表用に変わり、対応するキーを表示します。また<F1>キーを押すこ

とによってオンラインヘルプを得ることができます。 

 
入力表は 3 列の[I/O #],[Label],[CH:Bit]から構成されています。 

 
I/O 番号の[I/O #]列は#1～#128 番までの通し行番号が付けられ、TRiLOGI の内部

で項目参照とエラー報告目的に使用されます。 

 
ラベル名[Label]の列に入力点のラベル名を英数字(スペースおよび下線文字を除

き、最大 8 文字)で割り付け定義します。 
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ビット番号[CH:Bit]の列は I/O のビット番号とチャンネル番号を表します。128 点

の入力点は各 8 ビット(Bit#0～7)の 16 チャンネル(Channel#0～15)で表します。こ

の列のみ参照目的に使用され、通常のプログラム作成には必要ありません。 

 
各 I/O 表に入力点のラベル名を登録する方法。 

 
a). ハイライトバーをラベル名[Label]列の任意の行に合わせます。 

 
b). キーボードより登録する入力点のラベル名をタイプします。 

 
タイプ入力されると直にハイライトバーは消えて登録モードになります。左右

<←→>キーを使ってカラムの行内を移動し、<Backspace>,<Del>キーで文字修正、

<Ctrl-Backspace>キーで文字全体を消去できます。 

 
c). ラベル名をタイプ終了後<Enter>キーを押すと確定登録され、ハイライトバー

は同じ列の下の行に移ります。この行にもまた同様に、ラベル名をタイプ･登

録できます。 

 
d). ラベル名を修正･変更する場合はハイライトバーをこの行に移して<Spacebar>

キーを押すと再び登録モードになり修正･変更可能になります。 

 
3. Output 出力表 <F3> 
 

このコマンドを実行すると画面に出力表[Outputs]をポップアップします。入力表

と同様に、この出力表には 128 点までの出力点(ラベル名)を割り付け定義すること

ができます。 

 
左<←>キーを押すと入力表に、右<→>キーを押すとリレー表に移動することができ

ます。 

 
4. Relay リレー表 <F4> 
 

このコマンドを実行すると画面にリレー表[Relays]をポップアップします。入力

表･出力表と同様な構成ですが、このリレー表には 256 点までの内部リレー(ラベル

名)を割り付け定義することができます。 
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左<←>キーを押すと出力表に、右<→>キーを押すとタイマ表に移動することができ

ます。 

 

5. Timer タイマ表 <F5> 
 

このコマンドを実行すると画面にタイマ表[Timers]をポップアップします。このタ

イマ表は入力表、出力表、リレー表とは異なり設定値 SV の[Value]列を付加してい

ます。この設定値 SV の[Value]列にタイマ設定時間を登録します。タイマ表には

128 点までのタイマ(ラベル名)を割り付け定義することができます。TRiLOGI のタ

イマはすべて“オンディレイ(ON-Delay)”として実行されます。個々のタイマの

タイムベースは 0.1sec(100msec)ステップで設定可能で、タイマ設定時間は 0.1～
999.9sec まで設定できます。 

 
タイマコイルが起動されると、設定値 SV から(0.1sec ステップで)タイムカウント

ダウンして、現在値 PV が“0”にタイムアップすると同時に、このコイルを動作

状態(ON)にします。このタイマを要素ラベル名で回路に接続すると、タイマコイ

ル動作(ON)時に、回路のラベル名NC-接点は開き、ラベル名NO-接点は閉じます。

そして非導通(OFF)にするとタイマコイルは非動作の状態になります。 

 
ラベル名[Label]列の行にラベル名をタイプ終了後<Enter>キーを押すと、ハイライ

トバーは隣の設定値 SV[Value]列に移動し、ここにタイマ設定時間を登録します。 
(例: タイマ設定時間 10 秒は数値 100 を入力します。) 

 
ハイスピードタイマ ＆ 動作保持タイマ 

 
ハイスピードタイマ(タイマベース 0.01sec)、動作保持(実行値記憶)タイマ、また

オフディレイタイマ等をプログラムする場合は、TRiLOGI の特殊機能に用意され

ている“クロックパルスビット”と“リバーシブルカウンタ”などを組み合わせて

構成できます。 

 
6. Counter カウンタ <F6> 
 

このコマンドを実行すると画面にカウンタ表[Counters]をポップアップします。基

本的にタイマ表と同様な構成ですが、異なる点は設定値 SV の[Value]列にカウンタ

の設定値 SV を登録します。このカウンタ表には 128 点までのカウンタ(ラベル名)

を割り付け定義することができます。 
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TRiLOGI は次の様なカウンタをサポートしています。 

 
① 通常カウンタ(ダウンカウンタ) 

 
通常の基本的カウンタはダウンカウンタの構成になります。要素記号[Ins Element]
メニューの“7 : ”および“8 : ”を選択し場合、ラダー回路上には

“--(CTR)”と通常のダウンカウンタのコイルを表す記号で示されます。 

 
このダウンカウンタのコイルに導通すると、まず初めに設定値 SV を起動し、非導

通(OFF)から導通(ON)になる度に設定値SVから1カウントつづダウンカウントし

ます。そしてカウントアップ(現在値 PV“0”)と同時にこのコイルを動作状態(ON)

にします。このカウンタを要素ラベル名で回路に接続すると、カウンタコイル動作

(ON)時に、回路のラベル名 NC-接点は開き、ラベル名 NO-接点は閉じます。また

カウントアップで動作状態(ON)になったコイルはラッチされます。 

 
カウンタをリセットするには特殊機能のリセットカウンタ“--[RSctr]”を使用し

ます。この機能の詳細は第５章をご覧ください。 

 
② リバーシブルカウンタ 

 
TRiLOGI は特殊機能としてリバーシブルのアップカウンタ“--[Upctr]”およびリ

バーシブルのダウンカウンタ“--[DNctr]”をサポートしています。これら機能の

詳細は第５章をご覧ください。 

 
7. Counters as Sequencers  シーケンス機能のカウンタ (ステップカウンタ) 
 

シーケンサ機能は中間停止および中間開始を伴う様な、開始から終了まで一連の動

作を必要とする機械の制御に、条件を個々に区別して、決まった順序で動作する機

械の過程をプログラムするのに非常に便利な機能です。TRiLOGI は 8 種類で各 32
ステップのシーケンサ機能をサポートしています。各シーケンサは現在のステップ

シーケンサを保持するため“ステップカウンタ”として使用します。 

 
カウンタ表の初列(CTR#1～8)は 8 種類のシーケンサのステップカウンタに割り当

てられています。シーケンサ機能を使用する場合は必ずシーケンサのラベル名と割

り付け場所を、シーケンサ 1 は“Seq1”-CTR#1,シーケンサ 2 は“Seq2”-CTR#2,
そしてシーケンサ 8 は“Seq8”-CTR#8 と定義しなければなりません。 
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このカウンタ表の初列 CTR#1～8 に通常のラベル名(例:MaxCount,最大 8 英数字文

字)で割り付け定義すると、このカウンタはシーケンサとしては機能せず、通常の

カウンタとして使用できます。 

 
8. Sifting an I/O Entry  I/O 挿入 
 

すでに割り付け定義された各 I/O 表、タイマ表、カウンタ表の列に、ラベル名の行

を追加挿入で繰り下げしたり、不要のラベル名をの行を削除して繰り上げすること

ができます。 

 
追加挿入の繰り下げ、削除の繰り上げをするは、その表をオープンして、操作する

ラベル名コラムの行にハイライトバーを合わせ、<Ins>キーを押すと次の様な I/O 挿

入メニュー[Shift I/O Entry]が画面にポップアップします。 

 

   

Shift I/O Entry
Insert Entry  (Shift Down)
Remove Entry  (Shift Up)

 
 

この行にラベル名を追加挿入し行を繰り下げする場合はメニューの[Insert Entry 
(Shift Down)]を選択して<Enter>キーを押します。 

 
この行の不要ラベル名を削除して行を繰り上げする場合はメニューの[Remove 
Entery (Shift Up)]を選択して<Enter>キーを押します。 

 
このコマンドを選択すると TRiLOGI は確認(Yes/No)を要求します。よろしければ 
 “Y”キーを押してください。 

 
注意)実際の PLC に入力点と出力点を配線された後に、このコマンドを実行すると、

各 I/O のアドレスも対応して変わります。また各表に追加挿入で行を繰り下

げする場合、格納できない最終行(入力表,出力表,タイマ表,カウンタ表の各

128 点およびリレー表の 256 点目に相当する行)のラベル名は自動的に削除

されます。 
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Ⅳ.  コントローラメニュー  [Controller Menu] 

 

 
コントローラ[Controller]メニューはコンピュータからPLCにプログラムを転送したり、

コンピュータで PLC の I/O の動作状態をモニタ等をするために用意されたコマンドの

プルダウンメニューです。 
 
 
これらのコマンドを実行する前に、ホストコンピュータのシリアルポート RS-232C と

プログラマブルコントローラ PLC を専用ケーブルで接続してください。プログラマブ

ルコントローラ PLC の電源を投入しておいて下さい。 

 
TRiLOGI 標準のデータ通信速度は 9600bps,8 データビット,1 ストップビット,ノンパリ

ティビットです。またプログラマブルコントローラ PLC 側で次の様な通信速度を設定

した場合[1200･2400･4800･9600･19,200･38,400bps]、TRiLOGI はプログラマブルコント

ローラの通信速度を自動的に検出しプログラマブルコントローラと通信のコミニュケ

ーションするま前に、プログラマブルコントローラと同等な通信速度にホストコンピー

ュータ側をセットアップします。 

 
(プログラマブルコントローラの通信速度の設定についてはプログラマブルコントロー

ラ PLC のハードマニュアルをご覧ください。また高速通信[9600bps 以上]でプログラマ

ブルコントローラをオンラインモニタやラダーモニタするためには、ご使用のホストコ

ンピユータが高速通信機能を装備していることが前提となります。) 
 

 

File Edit Controller Simulate Print Option

Communication Setup

I/O Captures

Program Tarnsfer

On-line Mon/Control

Ladder Monitoring

Get File Info

Retrieve Source File

All I/Os Reset

Host-Link Command

F8

Ctrl-T

Ctrl-M

Ctrl-L

Ctrl-S

Ctrl-R

COM 1 :

COM 2 :

Select serial port
ON

 図 4.1 
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1. Communication Setup コミニュケーションセットアップ 

 
ホストコンピュータの接続されているシリアルポート[COM1:,COM2:]を設定しま

す。誤ったポートの設定はコントローラメニューコマンドを実行した場合に、コミ

ニュケーションエラーになります。 

 
2. I/O Capter I/O 読み出し <F8> 
 

このコマンドを選択するか<F8>キーを押すとプログラマブルコントローラ PLC の

入力、出力、リレー、の動作状態やタイマ、カウンタの動作および既存値をコンピ

ュータのモニターへ呼び出します。 

 
呼び出したプログラマブルコントローラの入力、出力、リレー、の動作状態やタイ

マ、カウンタの動作および既存値は、TRiLOGI ラダーロジック画面やシュミレー

ション画面を使って直に確認できます。ラダーロジック画面には動作状態(ON)の

接点はそのラベル名を強調表示されます。 

 
このコマンドを実行するとラダーロジック画面およびシュミレーション画面は、画

面の右上に“Syatem Paused”と点滅表示して、一時的にポーズモード Pause になり

ます。シュミレーションを続行するには再度<P>キーを押すとポーズモードを解除

できます。(<P>キーを押すとポーズの開始･解除をトグル切り替えできます。) 

 
3. Program Transfer プログラム転送 <Ctrl-T> 
 

プルダウンメニューのこのコマンドを選択するか<Ctrl-T>キーを同時に押すと、ホ

ストコンピュータのプログラム内容をプログラマブルコントローラ PLC に転送し

ます。このコマンドを実行するとすぐに TRiLOGI は転送するプログラムの内容(最

大ステップ数)およびエラーを自動的に解析して、転送可能“Success”であれば、

直ちにプログラムを数秒間でプログラマブルコントローラ PLC に転送します。 

 
プログラムをプログラマブルコントローラ PLC に転送完了すると、TRiLOGI は転

送されたプログラマブルコントローラ PLC の I/O をリセットをするか確認を行い

ます。実行の場合は<Y>キーを押してください。またここでコミニュケーションエ

ラーが発生する場合は、プログラマブルコントローラ PLC とのケーブル接続ミス

や電源未投入、通信速度の設定が合っていないと考えられます再度設定をご確認く

ださい。 
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4. On Line Mon/Control オンライン モニタ/コントロール <Ctrl-M> 
 

TRiLOGI はホストコンピュータ PC からプログラマブルコントローラ PLC を直接

制御できます。プルダウンメニューのこのコマンドを選択するか<Ctrl-M>キーを同

時に押すと、画面はシュミレーション画面と同様の画面が現れ、画面の右上に

“On-Line Monitoring & Control”と点滅表示します。 

 
① Monitoring モニタリング 

 
TRiLOGI はプログラマブルコントローラの I/O のロジック状態やタイマ/カウンタ

の設定値を絶えずモニタリングできます。 

 
モニタリング画面はシュミレーション画面と基本的に同様で、I/O 表の列にハイラ

イトウィンドウが現れ、ハイライトバーが選択するラベル名の行を強調表示します。

<PgUp>,<PgDn>キーを押して I/O 表のカラムをページ単位でスクロールでき、ハイ

ライトバーを<↑↓>キーで動かして目的のラベル名の行に合わせます。 

 
② Force Setting/Resetting I/O Bits I/O 強制セット/リセット 

 
このモードで目的のラベル名の行(入力,出力,リレー)にハイライトバーを合わせて、

<Enter>キーを押すと、このラベル名の接点を強制的に動作させることができます。 

 
入力ビットでこの機能を実行した場合、ワンスキャンタイムこの入力ビットの信号

を実行し、その後元の入力ビットの状態の戻ります。この機能を使って簡単に入力

ビットに模擬入力信号を与えられます。 

 
出力ビット･内部リレーでこの機能を実行した場合、出力ビットや内部リレーのコ

イルはラダープログラムですでに制御されているため、ワンスキャンタイムこの出

力ビット･内部リレーの信号を実行し、その後この出力ビット･内部リレーはラダー

プログラムで制御されている状態に戻ります。この機能は応答しない I/O ビットな

どを強制動作させて、プログラムのテストやデバッグを行うの場合に非常に便利な

機能です。 

 
タイマおよびカウンタにハイライトバーを合わせて、<Ctrl-Enter>キーを同時に押

すことによって、このコイルを強制的に動作(ON)-非動作(OFF)の状態をトグル切

り替えすることができます。 
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また単にハイライトバーを合わせて<Enter>キーを押すと、画面に現在値変更 Edit 
Present Value ウィンドウが現れ、タイマおよびカウンタの現在値を変更することが

できます。 

 
③ Changing Timers/Counters Present Values タイマ/カウンタの現在値変更 

 
タイマ列およびカウンタ列の目的のラベル名の行にハイライトバーを合わせて

<Enter>キーを押すと、画面に現在値変更 Edit Present Value ウィンドウが現れます。

ウィンドウ内のカレント現在値[Current P.V.]欄の下の新現在値[New P.V.]欄の点滅

しているカソールに変更値を入力し現在値 PV を変更できます。そして現在値 PV
を変更すると前回差値[Last Change]を自動的に計算し記録します。また全変更値

[Net Total Change]は変更値の総計を自動的に計算し記録します。変更値のクリアー

は<Ctrl-C>キーを押します。現在値変更 Edit Present Value ウィンドウをクローズす

るには<ESC>キーを押します。 

 
④ Suspending PLS's Ladder Program PLC プログラム停止 

 
<P>キーを押すことによって何時もプログラマブルコントローラ PLC の動作を停

止 Pause させることができます。実行されるとモニタリング画面の右上に“Syatem 
Paused”と点滅表示して、プログラマブルコントローラ PLC は一時的に全プログ

ラムを停止します。プログラム続行するには再び<P>キーを押すと停止が解除され

ます。 

 
5. Radder Monitoring ラダーモニタリング <Ctrl-L> 
 

プルダウンメニューのラダーモニタリング[Radder Monitoring]コマンドを選択す

るか<Ctrl-L>キーを同時に押すと、ホストコンピュータ PC のラダー図画面上でプ

ログラマブルコントローラ PLC の動作状態を直接モニタリングすることができま

す。ラダーモニタリングを実行すると画面はラダーロジック画面になり、動作状態

の接点およびコイルはそのラダー図上のラベル名を強調表示します。ラダーロジッ

ク画面のラダー図を<PgUp>,<PgDn>または<Ctrl-PgUp>,<Ctrl-PgDn>キーを使って

スクロールできます。しかしここでは現在の画面以外の I/O の状態を確認するため

に左右<←→>キーは使用できません。 
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6. Get File Info ファイル情報 
 

このコマンドを実行すると転送した TRiLOGI のプログラムからファイル作成日お

よびプログラム転送日をファイル情報として読み出すことができます。 

 
転送したプログラマブルコントローラ PLC にファイル情報を記憶されていなけれ

ば、情報なし“No information”のメッセージが現れます。 

 

 

File Edit Controller Simulate Print Option

Communication Setup

I/O Captures

Program Tarnsfer

On-line Mon/Control

Ladder Monitoring

Get File Info

Retrieve Source File

All I/Os Reset
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Ctrl-T

Ctrl-M

Ctrl-L

Ctrl-S

File Name  :

Date Created  :
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Date Downloaded  : 29 Feb 93

01 Nov 92

Demo1.PC3

図 4.2 

 
 
7. Retrieve Source File ファイル検索 <Ctrl-S> 
 

このコマンドを実行するとプログラマブルコントローラPLC の EEPROMに記憶さ

れている TRiLOGI のファイル名からホストコンピュータ PC のカレントディレク

トリー内にある同一のファイル名を検索します。ファイルが見つかれば、すぐにコ

ンピュータの画面にロードします。 

 
しかし TRiLOGI はロードされたプログラムに対して、検索されたこのファイルが

実際にプログラマブルコントローラに転送されていたファイルと内容が一致して

いるか内容を確認しません。(ファイル名のみ検索) 

 
このコマンドを使う前に、前項のファイル情報コマンドを利用してプログラマブル

コントローラに転送されたファイルについて情報を確認されることをご推薦いた

します。 
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8. All I/Os Reset 全 I/O リセット <Ctrl-R> 
 

このコマンドを実行すると直ちにプログラマブルコントローラ PLC の全 I/O およ

びラッチリレー(出力、リレー、タイマ、カウンタ、シーケン、タイマ、カウンタ

の現在値)をすべてリセットできます。オンラインモニタリングやオンラインコン

トロール時にホットキー<Ctrl-R>を押した場合も同様に対応します。 

 
9. Host-Link Commands ホストリンクコマンド 
 

このコマンドは ASCII キャラクタを使って直接プログラマブルコントローラ PLC
を操作できます。 

 
このコマンドが実行されるとプログラマブルコントローラにコマンドを転送する

ための、相互通信の ASCII キャラクタ用のコマンドプロンプトが現れます。またプ

ログラマブルコントローラからの返答はこのコマンドプロンプトに表示されます。 

 
通信は ASCII キャラクタのポイントツーポイント point-to-point およびマルチポイ

ント multi-point コマンドを使ってアクセスします。 

 
全出力状態を確認するにはポイントツーポイントコマンドでは“ROAL*”、マルチ

ポイントコマンドでは“@01ROAL00*”とキーボードから入力します。(ここでプ

ログラマブルコントローラが ID=01 を持ついると仮定し、最終端“*”の前に“00”
を入力することで、FCS バイトを無視することができます。またプログラマブルコ

ントローラの ID を確認するには“IR*”とキーボードから入力します。) 

 
ホストリンクコマンドが実行されると自動的にプログラマブルコントローラの通

信速度を検出してホストコンピュータの通信速度を同等の速度にセットします。も

し RS232C-RS485 変換器をお持ちであらば、RS485 バスで RS232C の RTS ラインに

よって、ホストコンピュータのコマンドをマルチポイントコマンドを使ってプログ

ラマブルコントローラのネットワークにコマンドを送信できます。 

 
このコマンドはプログラマブルコントローラの通信速度や特殊パラメータなどの

ドライブ ID のパラメータを一度に多数のプログラマブルコントローラに転送する

のに非常に便利な機能です。ホストリンクコマンドの詳細はプログラマブルコント

ローラのリファレンスマニュアルを別途ご覧ください。 
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Ⅴ.  シュミレートメニュー  [Simulate Menu] 

 
 
このメニューは作成されたラダープログラムのロジックをリアルタイムにテストし、ラ

ダープログラムをコンパイラするための機能です。 
 
 
1. Compiler  コンパイラ 

 
ラダープログラムを実行する前に、ラダープログラムをコンパイラで機械語にコン

パイル(機械語に置き換え)する必要があります。TRiLOGI はシュミレータ機能が

実行されるとすぐに自動的にラダープログラムをコンパイルします。TRiLOGI は

ラダープログラムの回路番号#1 から最終番号まで順にコンパイルして、このラダ

ープログラムにエラーがなければ、ただちにコンパイルされたラダープログラムの

ステップ総数を画面に表示します。TRiLOGI のコンパイルは最小のプログラムに

即座に置き換えられるので、非常に早い速度で処理することができます。 

 
もしラダープログラムにエラーがあると、エラーのある回路番号でコンパイルは停

止し、そのエラー原因とエラーが発生した回路番号を表示します。ここでどれかの

キーを押すと、ただちにシュミレーション画面からラダープログラム画面のエラー

発生回路番号に自動的に移行することかできます。 

 
 TRiLOGI は次のようなラダープログラムのエラーを検出して表示します。 

 
i). Duplicate Coil  :  □□□□□□□□ is already is energized 
(ダブルコイル : □□□□□□□□はすでに作成されています。) 

 
ラダープログラムには重複したコイル(ラダー図右側の終わりに表示される記号

“--(   )”)よる同等のロジック要素を作成できません。これは同等のロジック

要素が一方の回路で ON 状態になり、もう片方の回路で OFF 状態になるという“論

理の競合”でシュミレーション機能の妨げになります。 

 
また特殊機能の“--[Upctr]”“--[DNctr]”は異なった機能で同等のロジック要素

を作成できますが、2 つの以上の“--[DNctr]”を 1 つのカウンタおよびコイルに

設定する特殊機能の重複使用はできません。この様な場合も同様にラダープログラ

ムのエラーメッセージを表示します。 



 52

ii). Incomplete circuit !  :  Circuit dose not energize anything 
(不完全回路! : 回路は作成されていません。) 

 
ラダーロジック回路は必ずコイルか特殊機能コイルに接続されて完結しなければ

なりません。ラダープログラムのどこかに完結されない回路が存在する場合、

TRiLOGI はこのエラーメッセージを表示します。 

 
iii). Illegal circuit expression 
(違法な回路表現です。) 

 
特殊機能の“--[ILoff]”を除いて、コイルや特殊機能コイルは直接“電源母線”

に接続できません。ここで永続するコイルが必要な場合は、次の様な特殊ビットの

中の“ノーマリーオンフラグ[Normally-ON]”を使用します。 

 

(OUT)
Alarm

 
 

Norm.ON
(OUT)

Alarm

 
 

iv). Undefined label □□□□□□□□ 
(□□□□□□□□は未定義のラベル名です。) 

 
通常ラダーロジックプログラムの作成は、ラダー回路を作成する前に使用するラベ

ル名を I/O 表に割り付け定義します。ここで I/O 表に割り付け定義されていないラ

ベル名は未定義になります。ラダーロジックプログラムを作成をした後で I/O 表の

ラベル名を改名するか削除した場合、TRiLOGI はラダー図上のラベル名を自動的

に変更しません。同様にラダー図上で作成したラベル名を I/O 表に自動的に補足も

しません。未定義のラベル名を放置して、再びコンパイルすると、コンパイラは I/O
表に割り付け定義されていないラダー図上のラベル名を検出してエラーメッセー

ジを表示します。 

 
ラダー図上で使われているラベル名を改名するには、まず I/O 表のラベル名を修正

して、ラダーエディタ画面に戻って回路編集[Circuit]メニューのラベル名変更

[Replace Label]コマンドを選択して、新しく I/O 表に割り付け定義したラベル名を

入力します。 
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2. Simulator シュミレータ 
 

シュミレータ機能を実行すると、画面は図 4.3 の様になります。 
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図 4.3 

 
① シュミレーション機能とは 

 
シュミレータ画面は 7 個の列の入力[Input],入力[Input],タイマ[Timer],カウンタ/

シーケンサ[Counter/Sequencer],リレー[Relay]リレー[Relay],出力[Output]から構成

され、それぞれの列には 20 個の行のロジック要素(ラベル名)を表示します。選択

されたハイライトウィンドウの列にセレクションバーが現れ選択および実行する

ロジック要素のラベル名の行を強調表示します。 

 
ハイライトウィンドウを任意の列に移動するには左右<←→>キーを使って選択し

ます。また<PgUp>,<PgDn>キーを押して画面に表示される列の各ページをスクロー

ルすることができます。スクロールされた各ページは画面の列に独立して表示され

ます。たとえばそれぞれ 2 つの入力[Input]とリレー[Relay]の列に連続しないペー

ジを任意に表示させて操作できます。 
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各列には 1 ページ 20 個のロジック要素(ラベル名)を表示します。入力[Input],タイ

マ[Timer],カウンタ/シーケンサ[Counter/Sequencer],出力[Output]の各列は最大 7
ページ(#1～#7)128 個のロジック要素を設定できます。またリレー[Relay]の列には

最大 13 ページ(#1～#13)256 個のロジック要素を設定できます。 

 
各列のページ番号は列の最上部に表示されます。そしてハイライトウィンドウを任

意の列に選択すると、セレクションバーがハイライトウィンドウ内に現れます。上

下<↑↓>キーを使って列のページ内のロジック要素(ラベル名)の行を選択すると

このロジック要素の I/O 番号をハイライトウィンドウ最下部に表示します。 

 
② 入力[Input],リレー[Relay],出力[Output] 

 
2 個の入力[Input],2 個のリレー[Relay]の列は各々2 つの列から構成され、出力

[Output]は 1 つの列から構成されております。左側に I/O 表に割り付け定義した 
個々の要素のラベル名を表示し、このロジック要素のラベル名の ON/OFF 動作状

態を表す LED として右側の列に表示します。この動作状態を表す LED はグレー色

の“・”は非動作状態(OFF)を表わし、赤色の“＊”は動作状態(ON)を表わしま

す。 

 
ロジック要素のラベル名にセレクションバーを合わせて<Enter>キーを押すことに

よってロジック要素を操作できます。非動作状態(OFF)は動作状態(ON)に、また

動作状態(ON)は(OFF)非動作状態にそれぞれトグル切り替えできます。 

 
③ リレー[Relay],出力[Output]の強制操作 

 
操作するリレー[Relay],出力[Output]がラダーロジックプログラム上で論理制御さ

れていない場合は、（特殊機能を設定した出力コイルはシュミレーション画面には

表示されません。)上記と同様にロジック要素のラベル名にセレクションバーを合

わせて<Enter>キーを押すことによってロジック要素を操作できます。 

 
操作するリレー[Relay],出力[Output]がラダーロジックプログラム上で論理制御さ

れている場合は、ロジック要素のラベル名にセレクションバーを合わせて<Enter>
キーを押すと、ワンスキャンタイムこのリレー[Relay],出力[Output]の状態を強制

操作することかできます。実行後はラダーロジックプログラムの次のプログラム状

態になります。 
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リレー[Relay],出力[Output]の動作状態を強制操作する前に、<P>キーを押すと一時

的にシュミレーションプログラムを停止することができます。再開始はもう一度

<P>キーを押します。この機能を使ってシュミレーションプログラムの停止中にロ

ジック要素のラベル名にセレクションバーを合わせて<Enter>キーを押し動作状態

を予め設定し、シュミレーションプログラムを再開始する際に、このロジック要素

を強制的にワンスキャンタイム動作して、ラダーロジックプログラムの次のプログ

ラム状態させることができます。シュミレーションプログラムの停止中にロジック

要素のラベル名を操作すると警告確認のビープー音を発します。 

 
④ タイマ[Timer],カウンタ/シーケンサ[Counter/Sequencer] 

 
各タイマ[Timer],カウンタ/シーケンサ[Counter/Sequencer]カラムは各々3 列から

構成され、左側に I/O 表に割り付け定義した個々の要素のラベル名を表示し、この

ロジック要素のラベル名の ON/OFF 動作状態を表す LED として中間の列に表示し、

そして右側にこのタイマ[Timer],カウンタ/シーケンサ[Counte/Sequencer]の現在

値 PV の数値を表示します。ここでインジケータの“－”はこのコイルが非動作

(OFF)の状態を表します。 

 
タイマ[Timer]が導通状態になるとインジケータの“－”は設定値SVの値から0.1sec
でタイムカウントダウンして、現在値 PV が“0”にタイムアップするとタイマコ

イルは動作(ON)し、ON/OFF 動作状態を表す LED が“＊”ON 状態になります。

これによりタイマコイルが動作状態(ON)になったことを確認できます。またタイ

マ動作を途中で停止する場合は<P>キーを押すと一時的にシュミレーションプログ

ラムを停止し、この時のタイマの現在値 PV の数値を確認することができます。再

開始はもう一度<P>キーを押すとシュミレーションプログラムを続行します。 

 
カウンタ/シーケンサ[Counter/Sequencer]もアップカウンタかダウンカウンタ等の

機能設定の違いを除いて、タイマ[Timer]の場合と同様に構成されています。また

シーケンサ機能を設定している場合は現在のシーケンサのステップ番号を現在値

PV のカウンタ数値として表示します。 

 
 
 
 
 
 



 56

タイマ[Timer],カウンタ/シーケンサ[Counter/Sequencer]の現在値 PV を変更する

場合は、ハイライトウィンドウを左右<←→>カキーを使ってタイマ[TIM],カウン

タ[CTR/SEQ]列に移し、上下<↑↓>キーを使ってセレクションバーを要素ラベル

名に合わせて<Enter>キーを押すと第３章の図 3.13 の様に現在値変更 Edit Present 
Value ウィンドウが現れます。 

 
この現在値変更Edit Present Valueはシュミレーション機能でタイマ[TIM]およびカ

ウンタ/シーケンサ[CTR/SEQ]ともに使用可能で、ウィンドウ内のカレント現在値

[Current P.V.]欄の下の新現在値[New P.V.]欄の点滅しているカソールに変更値を入

力し現在値 PV を変更できます。そして現在値 PV を変更すると前回差値[Last 
Change]を自動的に計算し記録します。また全変更値[Net Total Change]は変更値の

総計を自動的に計算し記録します。変更値のクリアーは<Ctrl-C>キーを押します。

現在値変更Edit Present Valueウィンドウをクローズするには<ESC>キーを押します。 

 
またシュミレーション機能でタイマ[TIM]およびカウンタ/シーケンサ[CTR/ 
SEQ]コイルを強制的に ON/OFF させるには、ハイライトバーをこの要素ラベル名

に合わせて<Ctrl-Enter>キーを押すことによって切り替えられます。 

 
シュミレーション機能を取り止めてラダーエディター画面に戻るには<ESC>キー

を押します。この時、シュミレーションの各 I/O やタイマ,カウンタ/シーケンサの

状態は次の呼び出しまで保持されます。 
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3. Simulate Command Items シュミレートのコマンド 

 

① Continue Run 続行実行 <F9> 
 

このコマンドを実行するとすべての I/O やタイマ、カウンタの現在値 PV の状態は

前回のシュミレーションプログラムの状態から引き続いて行います。 

 
② Run (all I/O reset) 実行開始(リセット) <Ctrl-F9> 

 
このコマンドを実行するとプログラムのすべての I/O やタイマ、カウンタの現在値

PV の状態をリセット(OFF 状態)にしてシュミレーション画面に移行します。 

 
③ Only Compile コンパイル単独 

 
このコマンドはシュミレーション画面に移行せず、単独にラダープログラムのコン

パイルのみ実行します。主な用途はステップ数と構文をコンパイルコードで比較す

るためです。コンパイルの結果、問題がなければプログラムのトータルステップ数

と成功“Success”を表示します。もし、ラダープログラムにエラーがある場合は

このエラー発生の回路番号とその内容を表示します。 

 
④ All I/Os Reset 全 I/O リセット 

 
このコマンドを実行するとすべての I/O、カウンタ、タイマを非動作の状態にリセ

ットすることができます。 
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Ⅵ.  プリントメニュー  [Print Menu] 

 

 

このプリントメニューはいろいろな方法で作成したラダープログラムをプリントアウ

トするためコマンドです。 

プリントアウトする前に、セットアップ[Setup]コマンドでご使用になるプリンターの

プリンタータイプと必要があればプリンターのコントロールコードを設定します。 
プリントアウトのコマンドを実行後、<Ctrl-Break>キーを押すとプリントアウトを中止

できます。 

 
 
1. I/O Tables  I/O 表の印刷 
 

このメニューを選択すると次の 7 つのコマンドが画面にポップアップします。 

 
a). Combined 5 つの各 I/O(Input,Output,Relay,Timer,Counter)をすべて同一の

   ページに表としてプリントアウトします。各 I/O 表をプリント

   アウトする一般的なコマンドです。プリントアウトする範囲

   を指定して<Enter>キーを押すと実行できます。 

 
b). Input  入力表[Input]128 点を 1 ページにプリントします。 

 
c). Output  出力表[Output]128 点を 1 ページにプリントします。 

 
d). Relay  リレー表[Relay]256 点を 1 ページにプリントします。 

 
e). Timer  タイマ表[Timer]128 点を 2 ページにプリントします。 

 
f). Counter  カウンタ表[Counter]128 点を 2 ページにプリントします。 

 
g). All   上記 Input～Counter の 5 つの I/O 表を順次プリントします。 
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2. Label-name Logic ラベル名ロジック(ラダー図) 
 

このコマンドはラベル名で表記したラダー図をプリントします。実行を選択すると

プリントするラダー図の回路番号を指定するメッセージが現れます。任意の回路番

号を入力して<Enter>キーを押すか、回路番号の始めから終わりまで通してプリン

トする場合は、単に<Enter>キーを 2 度押すだけで実行されます。またコマンドの

取り止めは<ESC>キーを押します。 

 
3. CH:Bit Logic CH:Bit ロジック (ラダー図) 
 

このコマンドはチャンネルとビット番号で表記したラダー図をプリントします。前

記のコマンドと同様に実行を選択するとプリントするラダー図の回路番号を指定

するメッセージが現れます。任意の回路番号を入力して<Enter>キーを押すか、回

路番号の始めから終わりまで通してプリントする場合は、単に<Enter>キーを 2 度

押すだけで実行されます。またコマンドの取り止めは<ESC>キーを押します。 

 
4. Destination プリント出力先の指定 
 

プリントアウトの出力先の指定を選定します。通常はプリンターへ出力しますが、

DOS のテキストファイル形式で各 I/O 表やラダー図をディスクに出力することで

きます。この DOS のテキストファイル形式でディスクに出力させ、一般的なテキ

ストファイル形式のワードプロセッサーで編集することができます。 

 
このメニューを選択すると画面にプリンタ[Printer],DOS ファイル[DOS File]のメ

ニューがポップアップし、どちらか選択します。選択されると右側に[ON]と表示

されます。プリント出力先はデフォルトではプリンタ[Printer]です。 

 

プリント出力先をファイル[DOS File]に指定して、プリントアウトのコマンドを実

行すると、カレントドライブのディスクに“ファイル名.PRT”の拡張子を付けて保

存されます。 

 
5. Setup セットアップ 
 

このコマンドはプリンタのタイプを選択して登録したり、プリンターに転送するプ

リンタの制御コードを設定できます。このコマンドを実行すると画面に次の 3 つの

アイテムのメニューをポップアップします。 
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a). Printer Type 
 

このアイテムを選択すると[IBM Graphics Printer],[Generic Printer]の選択メニ

ューが現れます。ご使用になるプリンタに合わせてどちらか選択してください。

通常は[Generic Printer]を選択します。ご使用プリンタが[IBM Graphics Printer]
に互換がある場合はこちらを選択して下さい。 

 
b). Starting Code 

 
特殊なプリンタに制御コードを送る必要がある場合、あらかじめプリンタモー

ドをセットすることができます。たとえばご使用のプリンタが 80 キャラクタ

/1 行しかプリントできない場合に、スクリーンに収まり切らないラダー図を

プリントアウトするには、プリントアウトの実行の前にプリンタを“縮小”モ

ードや“エリート”モードにセットしなければなりません。モードの切り替え

はプリンタの能力に依存されます。ほとんどのプリンタはプリンタ単独の機能

で設定可能ですが、PC からの送られる制御コードにのみに依存するプリンタ

もあります。この様な場合にプリンタに制御コードを送るスターティングコー

ドを設定できます。 

 
このアイテムを選択するとプリンタ制御コードを設定するプロンプトウィン

ドウが現れます。制御コードを設定するには ASCII コードの各文字間にカンマ

を入れ最後に小数点を入力します。たとえはプリンタの制御コードが“AT100
仕様”の場合、“65,84,49,48,48.”と入力します。 
(詳しくはご使用になるプリンターのマニュアル等をご参照ください。) 

 
c). Ending Code 

 
エンディングコードはスターティングコードでプリントを実行した後、元のプ

リンターの通常状態に戻すためのプリンタ制御コードを設定します。制御コー

ドの設定はスターティングコードの場合と同様です。 
(詳しくはご使用になるプリンターのマニュアル等をご参照ください。) 

 
プリントメニューの[Starting Code]と[Ending Code]を設定すると、TRiLOGI 終了時

にこの設定内容を TRiLOGI の環境設定ファイル“TL3CONFI.TRI”に内容を保存し、

次の起動時に自動的に設定されます。 
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Ⅶ.  オプションメニュー [The Option Menu] 

 

 
このメニューはご使用のハードウェア環境で最良に TRiLOGI を動作させるためにカス

タマイズするコマンドです。このメニューのコマンドを実行して設定した環境設定内容

はTRiLOGI 終了時に、“TL3CONFI.TRI”として起動ファイルがあるディスクに保存し、

次の起動時に自動的に設定されます。 
 
 
1. Video Display ビデオディスプレイ 
 

このコマンドはご使用のコンピュータのビデオディスプレイに合わせて設定しま

す。詳しくは第１章のビデオオプションのセッティングをご覧ください。 

 
2. Sound 警告音 
 

違法な状態が発生すると TRiLOGI はビープ音を発して警告します。このコマンド

を実行すると次の 4 つのウィンドウメニューが現れ、警告音 Sound をカスタマイズ

できます。 

 
a). Speaker  ビープ音の設定あり[ON]/なし[OFF]の選択。 
b). Frequency ビープ音のトーン(Hz)の設定。 
c). Duration  ビープ音の発信時間(ms)の設定。 
d). Beep test  ビープ音のテスト。 

 
3. Logic Label ロジックラベル名 
 

このコマンドを実行すると[Label Name],[Channel:Bit]メニューが画面に現れます。

ラベル名[Label Name]を選択するとラダー図の要素はすべてラベル名で表示され、

またチャンネルビット番号[Channel:Bit]を選択するとラダー図の要素はすべてチ

ャンネルとビット番号で表示されます。 
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第５章  ラダーエディタ リファレンス Ladder Editor Reference 

 

 
TRiLOGI のラダーロジックエディタは画面最上部のメインメニューバーと画面最下部

のヘルプメッセージラインの間の画面に展開します。このときカソールはラダー図に現

れその回路番号を表示します。 
 
 
ラダーロジックエディタは次の 2 つのモードから構成されます。 

 
I. ブロウズモード The Browse Mode 

 
II. 回路作成モード Circuit Editing Mode 

 
 
この章はこの 2 つのモードについてご説明します。 

 
 
 

Ⅰ.  ブロウズモード  [The Browse Mode] 

 

 

メインメニューからラダーロジック画面に移行すると、まず始めにブロウズモード

Browse Mode になります。画面左側の電源母線の上(画面左側)に点滅する下線の“＿”

カソールが現れます。 

 

 

このブロウズモード The Browse Mode で、作成したラダー図の回路を検索、コピー、

移動、削除等の編集ができます。 
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1. <ESC>キー 

 
<ESC>キーを押すことでメインメニューMain Menu とブロウズモード The Browse 
Mode の切り替えをすることができます。 

 
2. 上下<↑↓>方向キーおよび<PgUp>,<PgDn>キー 

 

上下<↑↓>方向キーを使ってラダー図のカソールを動かして回路をスクロールで

きます。この時カソールのある回路の回路番号[Circuit #]を画面左上に表示します。

また<PgUp>,<PgDn>キーで 1 ページ毎にスクロールできます。 
 

3. 左右<←→>方向キーおよび<Home>,<End>キー 

 
左右<←→>方向キーを使って画面に収まり切らないラダー図を水平方向にスクロ

ールできます。また<Home>,<End>キーを押すとによってラダー図の最左端、最右

端にそれぞれ画面をスクロールできます。 

 
4. <Ins>キー 

 
ブロウズモード The Browse Mode でこの<Ins>キーを押すことによって、ローカルメ

ニューの回路編集メニューCircuit Local Menu をオープンできます。 

 
5. <Spacebar>キー 

 
ブロウズモード The Browse Mode でこの<Spacebar>キーを押すことによって、すば

やく回路作成モード Circuit Editing Mode に移行できます。 
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Ⅱ.  回路編集メニュー [Circuit Local Menu] 

 
 
ブロウズモードThe Browse Modeで<Ins>キーを押すことによって図5.1の様にローカ

ルメニューの回路編集メニューCircuit Local Menu をオープンできます。 

 
 
 

 

File Controller Simulate Print Option CircuitEdit
Circuit #1

Start

[MaSRT]

Emerstop

Run

MaRST

Clk:0.1s

Clk:0.1s

Run

Run

Duration

Duration

FwdRev

FwdRev

Duration

Hello, welcome to the comment feature of 
You are allowed to enter up 3 lines per comment to 
feature or purpose of the following circuits.

Edit

Goto
Insert
Delete
Move
Copy
Kill
Replace Label
Find Label
Put Comments

Append

Select a circuit manipulation function   図 5.1 

 
 
1. Edit 回路作成 
 

このコマンドを実行するとブロウズモード The Browse Mode から回路作成モード

Circuit Editing Mode に移行できます。または単に<Spacebar>キーを押すことによっ

てすばやく回路作成モード Circuit Editing Mode に移行できます。 

 
2. Append 回路補足 
 

新しい回路を既成のラダー回路に補足するためにのコマンドです。このコマンドを

実行するとカソールはすぐにラダー回路の最終番号に移動します。 
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3. Goto 回路検索 
 

指定の回路番号にすばやくカソールを移動します。このコマンドを実行し検索する

回路番号を入力して<Enter>キーを押すとすぐにカソールはこの回路番号に移動し

ます。 

 
4. Insert 回路挿入 
 

既成のラダー図の回路間に新しい回路を挿入します。新しく挿入する回路番号にカ

ソールを移動させてこのコマンドを実行すると、ここに新しい回路が挿入されます。 

 
5. Delete 回路削除 
 

既成のラダー図の回路を削除します。削除する回路番号にカソールを移動させてこ

のコマンドを実行するとこの回路を削除できます。 

 
6. Move 回路移動 
 

既成のラダー図の回路を指定の場所へ移動します。移動させる回路にカソールを移

動してこのコマンドを実行し移動先の回路にもう一度カソールを移動させて

<Enter>キーを押すとこの場所の前に移動させる回路を挿入できます。 

 
7. Copy 回路コピー 
 

同様な回路を複数作成する様な場合、オリジナルの回路を別な場所へコピーできま

す。コピーをするコピー元にカソールを移動させてこのコマンドを実行しコピー先

の回路にもう一度カソールを移動させて<Enter>キーを押すとこの場所の前にコピ

ーした回路を挿入できます。コピー後はダブルコイル等にならない様に必要に応じ

てラベル名置き換えコマンド等で修正してください。 

 
8. Kill ラダー図破棄 
 

このコマンドはラベル名を割り付け定義した I/O 表はそのままで、既成のラダー図

をすべて削除します。このコマンドを実行する前に既成のラダー図は別名でディス

クに保存されることをお勧めいたします。 
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9. Replace Label ラベル名置き換え 
 

既成のラダー図のロジック要素のラベル名を置き換えます。I/O 表に割り付け定義

したラベル名以外はラダー図のロジック要素には使用できません。I/O 表のラベル

名を修正した場合はこのコマンドを実行して指定したラベル名を置き換えます。元

のラベル名を入力し<Entre>キーを押し、修正したラベル名を入力して<Enter>キー

を押すとラダー図上に使用されている指定のロジック要素のラベル名はすべて置

き換えられます。 

 
10. Find Label ラベル名検索 
 

指定したラベル名のロジック要素をラダー図上で使用しているの回路番号をすべ

て検索します。このコマンドを実行し検索するラベル名を直接入力するか、各 I/O
表のホットキー<F2>～<F6>を押してラベル名を選択して<Enter>キーを押すと、順

次(<Enter>キーを押すことによって)指定したラベル名をラダー図上で使用してい

る回路にカソールを移動します。検索を確認できたら<ESC>キーを押してください。 

 
11. Put Comments コメント挿入 
 

TRiLOGI はラダー図の回路間にコメントを挿入することができます。コンパイラ

はこのコメントを無視しますので、回路の説明など自由な表現で記入することがで

きます。1 個所(1 回路)のコメントの挿入は 1 行 70 キャラクターの 3 行です。コメ

ント行を挿入するとこれも 1 回路番号として扱います。 

 
 
 
 

Ⅲ.  回路作成モード  [Circuit Editing Mode] 

 
 
TRiLOGI は簡単にロジック要素を挿入したり削除したすることができます。TRiLOGI
は入力されたロジック要素の回路構成方法を検出して、違法な回路表現の場合はスマー

トに禁止して知らせます。次に操作キーをご説明します。 
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1. 左右上下<←↑↓→>方向キー 
 

各方向キーを動かしてカソール(フルカソール)を回路上の AND/OR で接続された

ロジック要素に移動させます。接続された回路以外にカソールを動かそうとすると

警告音を発します。またカソールをパラレル接続された部分に移動すると、カソー

ルはハーフカソールになり接続部分を表示します。 
 

2. <ESC>キー 

 

<ESC>キーを押すことによって回路作成モード Circuit Editing Mode を終了してブ

ロウズモード The Browse Mode に戻ます。 
 

3. <Enter>キー 

 

<Enter>キーを押すと現在の回路から次の回路にカソールを移動し、引き続き回路

を作成できます。 

 
4. <Ins>キー 

 

回路作成モードで<Ins>キーを押すことローカルメニューの内部要素メニュー[Ins 
Element Menu]をオープンできます。このメニューから内部要素を選択して回路を

作成します。 

 
5. <Tab>キー 

 
回路上のロジック要素のカソールにシリアル接続する位置を選定できます。通常は

右側にシリアル接続されますが、<Tab>キーを押すことでカソールの点滅を切り替

えて左側にもシリアル接続を行うことができます。 

 
6. <0>～<9>,</>,<E>キー 

 

<0>～<9>,</>,<E>キーはそれぞれ内部要素メニュー[Ins Element Menu]コマンドの

ホットキーに当てられていて、回路作成モード Circuit Editing Mode でこれらのキ

ーを押すと内部要素メニューをオープンしないで直接各コマンドを選択および実

行できます。 
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Ⅳ.  内部要素メニュー  [Ins Element Menu] 

 

 
回路作成モード Circuit Editing Mode で<Ins>キーを押すことによって図 5.2 の様に ロ

ーカルメニューの内部要素メニュー[Ins Element Menu]をオープンできます。 

 
 
 

 

File Controller Simulate Print OptionEdit

Circuit #1
Start

[MaSRT]

Emerstop

Run

MaRST

Clk:0.1s

Clk:0.1s

Run

Run

Duration

Duration

FwdRev

FwdRev

Duration

Hello, welcome to the comment feature of 
You are allowed to enter up 3 lines per comment to 
feature or purpose of the following circuits.

3:
4:
5:
6:
7:
8:
9:
0:
E:

2:

Select an element to be connected

Ins Element

1:

/ :
Edit Label
Not (Invert)

[ Func ]
[ Func ]
(          )
(          )

  図 5.2 

 
 

 

 1 :  

  現在のカソールの位置から要素をＮＯシリアル接続します。 

 

 2 :  

  現在のカソールの位置から要素をＮＣシリアル接続します。 

 

 3 :  

  現在のカソールの要素に１つの要素をＮＯパラレル接続します。 
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 4 :  

  現在のカソールの要素に１つの要素をＮＣパラレル接続します。 

 

 5 :  

  現在のカソールの要素から２つ以上の要素をＮＯパラレル接続します。 

 

 6 :  

  現在のカソールの要素から２つ以上の要素をＮＣパラレル接続します。 

 

 7 :  

  リレー・タイマ・カウンタ・出力コイルにシリアル接続します。 

 

 8 :  

  リレー・タイマ・カウンタ・出力コイルにパラレル接続します。 

 

 9 : FUNC  

  特殊機能のコイルにシリアル接続します。 

 

 0 : FUNC  

  特殊機能のコイルにパラレル接続します。 

 

 E : Edit Label 
  ハイライトバー(フルカソール)のラベル名を書き換えます。 

 

 / : NOT (Invert) 

  ハイライトバー(フルカソール)のラベル名要素の接点構成をＮＯはＮＣ 

  に、ＮＣはＮＣに変更します。 
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第６章  特殊機能＆特殊ビット Special Bits & Functions 

 

 

Ⅰ.  特殊ビット Special Bits 

 
 
TRiLOGI は便利機能として“6 種類のクロックパルス”,“常時動作フラグ”,“ファー

ストスキャンパルス”の 3種類の特殊ビットをサポートしています。これらの特殊ビッ

トは I/O 表のカウンタ表[Counter]の後(入力表[Input]の前)に特殊ビット表[Special 
Bit]の中に格納されています。特殊ビットの構成方法は回路作成モード Circuit Editing 
Mode で内部要素メニュー[Ins Element Menu]から接点を選択しこれらの特殊ビット

を選定することによって、回路に挿入できます。 

 
 
 

 ESC-Abort

File Controller Simulate Print Option Ins ElementEdit
Circuit # 2 C:DEMO.PC3

Inserting type 5 :

<PgUpPgDu>-Scroll

( RLY )

( TIM )

Run

MaxTime

Start

Run

Stop

Run Step Auto

<Enter>-Select Name <HomeEnd>-I/O

Special Bit
1 :  Sequencer  1
2 :  Sequencer  2
3 :  Sequencer  3
4 :  Sequencer  4
5 :  Sequencer  5
6 :  Sequencer  6
7 :  Sequencer  7
8 :  Sequencer  8
9 :  Normally ON Flag
0 :  First Scan Pulse
A :  0.01s Clock Pulse
B :  0.02s Clock Pulse
C :  0.1s Clock Pulse

E :  1.0s Clock Pulse
F :  1min Clock Pulse

[AVseq]
Seq1MaxTime

↑↓-Move

D :  0.2s Clock Pulse

  図 6.1 

 
 
1. クロックパルスビット Clock Pulse Bits 
 

TRiLOGI は次の 6 種類のクロックパルスビットをサポートしています。 
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0.01 sec
0.02 sec
0.1 sec
0.2 sec
1.0 sec
1 min

  10 msec
  20 msec
100 msec
200 msec

(

(

)

)

(

( )

)

クロックパルス周期 ラダーシンボル

Clk : .01 s
Clk : .02 s
Clk : 0.1 s
Clk : 0.2 s
Clk : 1.0 s
Clk : 1 min  

 
クロックパルスビットのパルス周期は最初のハーフ期間 ON し、次のハーフ期間

OFF する、ディューティー比 50%でサイクル発振します。 

 
Clk : 0.1 s ( クロックパルス 100 msec の場合 )

50 msec 50 msec

0.1s (100msec) 0.1s (100msec)
  図 6.2 

 
またクロックパルスビットを基本パルスとしてカウンタに取り込んで、このクロッ

クパルスを任意に分周し、タイマとしても構成できます。また特殊機能のリバーシ

ブルカウンタでタイムベースを作り任意の桁数を構成できます。 

 
2. ノマリーオンフラグ Normally ON Flag [Norm.ON] 
 

ノーマリオンフラグ Normally ON Flag は特殊機能のインターロック[ILoff]やマス

ターリセット[MaRST]を除いて、入力状態にかかわらず絶えずこの要素を動作

(ON)します。絶えず動作(ON)状態を維持するコイルを構成する場合に使用できま

す。しかし特殊機能のインターロック[ILoff]やマスターリセット[MaRST]を使用

している場合はこれらの機能が優先されます。 

 
Norm.ON

(OUT)
Light

 
図 6.3 
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3. ファーストスキャンパルス First Scan Pulse [1st.Scan] 
 

ファーストスキャンパルスはラダープログラムの実行開始時にワンスキャンタイ

ムだけこの接点を動作(ON)し、その後絶えず非動作(OFF)の状態を維持します。

これはプログラムを PLC に転送後や電源投入後の実行時に、この接点をワンスキ

ャンタイムのみ動作(ON)させ、その後絶えず非動作(OFF)の状態を維持させる様

な、開始条件のイニシャライズ等に使用できます。 

 
 
 

Ⅱ.  特殊機能  Special Functions 

 
 
特殊機能[Special Functions]メニューは回路作成モード Circuit Editing Mode で内部要

素メニュー[Ins Element Menu]から特殊機能コイルの9か0番の[FUNC]を選択すると

図 6.4 の様に画面に特殊機能[Special Functions]メニューがポップアップします。 

 
 
 

 ESC-Abort <Ins>-Elem. Name

File Controller Simulate Print Option Ins ElementEdit
Circuit # 2 C:DEMO.PC3

Inserting type 9 :

<Tab>-Insert Position

1 :
2 :
3 :
4 :
5 :
6 :
7 :
8 :
9 :
A :
B :
C :
D :

Decrement Rev. Counter
Reset Counter
Increment Rev. Counter
Advance Sequencer
Reset Sequencer
Set Sequencer to Step N
Latching Relay
Clear Latching Relay
Interlock Begin
Interlock End
Differentiate Up
Differentiate Down
Master Reset

Select a Function
[ DNctr ]
[ Upctr ]
[ RSctr ]
[AVseq]
[RSseq]
[ StepN ]
[ Latch ]
[ Clear ]
[ ILock ]
[  ILoff  ]

[MaRST]

( RLY )

( TIM )

Run

MaxTime

Start

Run

Stop

Run Step Auto

[ FUNC ]

<Enter>-Next <0-9>-Add Elem

[   DIFU]
[   DIFD]
δ

δ

  図 6.4 
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1. リバーシブルカウンタ機能 Reversible Counter [DNctr][Upctr][RSctr] 
 

TRiLOGI は 128 点すべてのカウンタにリバーシブルカウンタ機能を構成すること

ができます。 

 
内部要素メニュー[Ins Element Menu]の 7 か 8 番のコイルでカウンタを構成すると

カウンタコイルへの導通-非導通の状態(ON-OFF 入力)で設定値 SV から 1 カウン

トづつ減少して、現在値 PV が“0”になるとこのコイルを ON(ラッチ)する通常の

ダウンカウンタとして機能します。 

 
リーバーシブルカウンタ機能は設定値 SV と“0”間のカウントを繰り返しカウン

トします。リーバーシブルダウンカウンタ[DNctr]の場合は、始めに起動されると

設定値 SV から減少して現在値 PV が“0”を、繰り返して次のカウントを開始しま

す。リーバーシブルのアップカウンタ[Upctr]の場合は、初めに起動されると、現

在値 PV“1”から増加して設定値 SV に達し次の“0”から、繰り返して次のカウ

ントを開始します。 

 
① リバーシブルダウンカウンタ [DNctr] 

 
 

 

[ ]DNctr コイルへの導通状態

0002

OFF

ON

0001

0000

SV

SV-1

SV-2

OFF

ON

カウンタコイル

カウンタ現在値 (PV)

 
                図 6.5 
 

[DNctr]コイルを導通-非導通の状態(ON-OFF 入力)にするとカウンタの現在値 PV
は次の様に変化します。 

 
a). 初めて[DNctr]コイルを非導通から導通状態(ON 入力)にすると、カウンタは

設定値 SV をロードします。この場合、カウンタコイルも ON になります。 
設定値 SV でカウンタコイル ON 
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b). 次の[DNctr]コイルを導通-非導通の状態(ON-OFF 入力)にすると、設定値 SV
から 1 カウントづつダウンカウントし、その後、現在値 PV が“0”になりま

す。 

 
c). 現在値 PV が“0”の状態で、次の[DNctr]コイルを非導通から導通状態(ON 入

力)にすると、再び設定値 SV に戻りカウンタコイルを ON し、設定値 SV より

ダウンカウントします。 

 
② リバーシブルアップカウンタ [Upctr] 

 
 

 

[ ]DNctr コイルへの導通状態

0002

OFF

ON

0001

0000

SV-1

SV-2

SV

OFF

ON

カウンタコイル

カウンタ現在値 (PV)

 
                図 6.6 

 
[DNctr]コイルを導通-非導通の状態(ON-OFF 入力)にするとカウンタの現在値 PV
は次の様に変化します。 

 
a). 初めて[DNctr]コイルを非導通から導通状態(ON 入力)にすると、カウンタは

現在値 PV“1”をロードします。 

 
b). 次の[DNctr]コイルを導通-非導通の状態(ON-OFF 入力)にすると、現在値 PV

が 1 カウントづつアップカウントして、その後、設定値 SV に達します。 

 
c). 現在値 PV の状態で、次の[DNctr]コイルを非導通から導通状態(ON 入力)にす

ると、現在値 PV が“0”に戻りカウンタコイルを ON し、再び設定値 SV まで

アップカウントします。 
現在値 PV“0”でカウンタコイル ON 
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③ リセットカウンタ [RSctr] 

 
リセットカウンタのコイルを非導通から導通状態(ON入力)にすると通常のカウン

タおよびリーバーシブルカウンタをすべて非動作(OFF)状態にリセットします。 

 
2. シーケンサ機能 Sequencer 
 

シーケンサ機能はあらかじめ決められた順序で動作する機械の工程をプログラム

するのに非常に便利な機能です。シーケンサ機能を応用してこの様な機械の工程で、

開始ステップからスタートして最終ステップまで順序通りに進めるたり、途中で開

始ステップに戻り再スタートする様なプログラムを簡単に構成できます。現在のス

テップ番号を保持するために“ステップカウンタ”として構成します。 

 
たとえばここに次の様な“ピック&プレイス機”を例に上げてみます。 

 
  Step #   動作     
   0  スタート信号待ち    
   1  ポイント A からアーム前進  
   2  ワークチャック閉    
   3  ポイント A までアーム後退  
   4  ポイント B にアーム移動   
   5  ポイント B からアーム前進  
   6  ワークチャック開    
   7  ポイント B までアーム後退  
   8  ポイント A にアーム移動    

 
 

      

ワーク

チャック

アームポイントA ポイントB  
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[ ]AVseq コイルへの導通状態 OFF

ON

Step1

Step0

Step2

ステップカウンタ現在値 (PV)

Step3

Step4

Step5

Step6

Step7

Step8

Step0

Step1

要素ラベル名接点  Seq1:2

要素ラベル名接点  Seq1:3

要素ラベル名接点  Seq1:4

要素ラベル名接点  Seq1:5

要素ラベル名接点  Seq1:1

要素ラベル名接点  Seq1:0

要素ラベル名接点  Seq1:6

要素ラベル名接点  Seq1:7

要素ラベル名接点  Seq1:8

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

 
図 5.7 

 
TRiLOGI は各 32 ステップの 8 種類のシーケンサをサポートしています。各シーケ

ンサは I/O 表の 1 から 8(Counter#1～#8)までのカウンタにシーケンサ番号 Seq1～
Seq8 の組み合わせでステップカウンタとして使用します。 
(シーケンサ機能の使用時のみ割り当て、また部分使用可能。) 

 
シーケンサ機能を使用するには、まず始めにカウンタ表[Counter]にシーケンサ名

(ラベル名)を割り付け定義します。使用するシーケンサ番号に応じたカウンタ番号

にラベル名を“Seq1”～“Seq8”を割り付け定義します。たとえばシーケンサ番号

#5 はカウンタ番号#5 に“Seq5”と割り付け定義します。次にカウンタの設定値 SV
にこのシーケンサの最終ステップ番号を入力します。 

 
特殊機能コイルのアドバンスシーケンサ Advance Sequencer[AVSeq]をプログラム

に組み込んでください。特殊機能アドバンスシーケンサ[AVSeq]コイルを非導通か

ら導通の状態(ON 入力)にするとカウンタの現在値 PV は“0”から 1 つづカウント

アップしてステップシーケンサを 1 ステップごとに切り替わり動作(ON)します。

(図5.7参照)この動作内容は同じ特殊機能のリバーシブルアップカウンタと同様で

す。ステップカウンタが設定値SVの最終ステップに達すると次の開始ステップ“0”
に戻り、次のサイクルのステップに移行します。 
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シーケンサの個々のステップをプログラムするには内部要素メニュー[Ins Element 
Menu]から要素接点(NO/NC)を選択してポップアップした I/O 表の特殊ビット表

[Special Bit](入力表の前またはカウンタ表の後)が図 6.8 の様に現れます。使用す

るシーケンサ番号を選択するとステップ番号メニュー[Select#]がポップアップし

ますのでシーケンサのステップ番号(Step#0～#31)を選択します。 

 
 

 ESC-Abort

File Controller Simulate Print Option Ins ElementEdit
Circuit # 2

Inserting type 5 :

<PgUpPgDu>-Scroll

( RLY )

( TIM )

Run

MaxTime

Start

Run

Stop

Run Step

<Enter>-Select Name <HomeEnd>-I/O

Special Bit
1 :  Sequencer  1
2 :  Sequencer  2
3 :  Sequencer  3
4 :  Sequencer  4
5 :  Sequencer  5
6 :  Sequencer  6
7 :  Sequencer  7
8 :  Sequencer  8
9 :  Normally ON Flag
0 :  First Scan Pulse
A :  0.01s Clock Pulse
B :  0.02s Clock Pulse
C :  0.1s Clock Pulse

E :  1.0s Clock Pulse
F :  1min Clock Pulse

[AVseq]
Seq1

↑↓-Move

D :  0.2s Clock Pulse

Select #

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

0

  図 6.8 

 
 たとえば Seq2:4 はシーケンサ#2 のステップ#4 を意味します。 
   Seq5:25 はシーケンス#5 のステップ#25 を意味します。 

 
シーケンサは 32 ステップ以上のステップカウンタの設定値 SV に設定できません。

仮に 32 以上設定した場合 31 を越えるものは通常の接点として処理されます。 

 
① リセットシーケンサ Resetting Sequencer [RSseq] 

 
特殊機能コイルのリセットシーケンサ Resetting Sequencer[RSseq]を非導通から導

通の状態(ON 入力)にすると、選択したシーケンサ番号のステップカウンタを現在

のステップ番号やロジックの状態にかかわらず強制的に非動作(OFF)状態にリセ

ットします。 
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② ステップ N 番設定 Setting Sequencer to StepN [StepN] 

 
ステップN番設定Setting Sequencer to StepN[StepN]を非導通から導通の状態(ON入

力)にすると、現在値 PV のステップ番号やロジックの状態にかかわらず、あらか

じめ選択したステップ番号(Step#0～#31)に、強制的に現在値 PV をステップ番号

(StepN)を設定します。 

 
③ リバースシーケンサ Reversing Sequencer 

 
通常のアドバンスシーケンサ Advance Sequencer[AVSeq]はリバーシブルアップカ

ウンタのステップカウンタですが、このステップカウンタと特殊機能のリバーシブ

ルダウンカウンタ Decrement Rev.Counter[DNctr]を組み合わせることでダウンカウ

ントのステップカウンタを構成できます。これによりリバーシブルシーケンサ機能

を設定することができます。 

 
④ シーケンサ機能の応用例 

 
a). ステッピングモータの駆動 

 
シーケンサ機能を応用して直接ステッピングモータを駆動させることができ

ます。2 相ステッピングモータは直接コントローラ PLC の 4 点トランジスタの

出力(小型モータで 0.5A 以下の場合)または無接点リレー(SSR)を接続して駆

動できます。シーケンサ機能で Step#0～Step#3(フルステップ)または Step#0～
Step#7(ハーフステップ)に割り当て、各シーケンサにクロックパルスでパルス

を発振させ各シーケンサはステッピングモータの異なった相を制御します。 

 
クロックパルスの最少パルス周期は 0.01sec(10msec)ですが特殊機能のアップ

カウンタ[Upctr]に設定値 SVを 4 に設定し、このパルス周期の 0.01sec(10msec)
をカウンタに取り込んで文周し、0.05sec(50msec)のパルス周期を発振できます。 

 
b). ドラムコントローラ Replacing a Drum Controller 

 
シーケンサ機能を使って出力タイミングが異なるドラムコントローラ(連続出

力)を簡単に制御できます。たとえは図 6.9 の様な 2 種類のタイミングの異な

る連続出力を想定します。 
これを 8 ステップのシーケンサに置き換えます。Step1(Seq1:1)が ON になると
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ラッチ機能を使って[Latch]出力 A をラッチさせます。続いて Step2(Seq1:2)が
ON になると同様に出力 B をラッチさせ、Step4(Seq1:4)が OFF にまるとラッチ

解除[Clear]をつかって出力 A をラッチ解除し、Step6(Seq1:6)が OFF になると

同様に出力 B のラッチ解除します。他のステップ Step3,5,7,0 は何も設定を行

う必要はありません。 

 

  

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ０ １ ２ ３

出力Ａ

出力Ｂ

Step

  図 6.9 

 
また 4 個の LED(LED1～4)インジケータを 1 秒間隔で 1→2→3→4→4→3→2→
1→OFF→1 の順序で連続点灯する場合次に様にプログラムすることで簡単に

構成できます。 

 

  

Clk:1.0s
[AVseq]

(OUT)
Seq2:1

Seq2

(OUT)

[RSseq]
Seq2

(OUT)

(OUT)

LED3

LED4

LED1

LED2Seq2:2

Seq2:3

Seq2:4

Stop

Seq2:8

Seq2:7

Seq2:6

Seq2:5

 図 6.10 

 
クロックパルスの 1.0s(1 秒)がのアドバンスシーケンサを 1 秒間隔で起動して

その結果設定値 8に設定したシーケンサ 2 のステップカウンタを 1 ステップ毎

に進めます。各シーケンサのステップ要素接点(NO)はそのステップカウンタ

の現在値 PV のステップになると動作(ON)して出力 LED を順次点灯します。

入力信号“Stop”でシーケンサ2のアドバンスシーケンサをリセットできます。 
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3. ラッチ/クリアーリレー Latch/Clear Relay [Latch][Clear] 
 

ラッチリレーは入力状態が解除されても動作を保持できます。ラッチリレー機能は

リレーRelay および出力 Output コイルに設定でき、一度 ON 状態になったコイルを

動作保持します。 

 
① ラッチリレー Latch Relay [Latch] 

 
設定方法は内部要素メニュー[Ins Element Menu]の9か0番の[FUNC]を選択した後、

特殊機能メニュー[Special Function]のラッチリレ Latching relay[Latch]を選択し、

リレー表[Relays]および出力表[Outputs]の要素ラベル名に割り当てます。ラダー図

にはラッチラレーのシンボル“[Latch]”が表記されます。 

 
図 6.11 の様な通常の自己保持回路を構成してリレーコイルを保持できますがこの

回路はインターロック Interlock[Ilock]の特殊機能を実行時は動作を保持できませ

んが、ラッチリレーLatching relay[Latch]は動作を保持できます。 

 
Start

(RLY)
Stop

CR1

CR1

 
図 6.11 

 
② ラッチクリアーリレー Clearing a Latched Bit [Clear] 

 
同じ特殊機能メニュー[Special Function]のラッチクリアーClear Latching Relay 
[Clear]を使用してラッチリレーを解除できます。このラッチクリアーClear 
Latching Relay[Clear]コイルを非導通から導通の状態(ON 入力)にするにすること

で、ラッチリレーLatching relay[Latch]によって動作を保持したリレーおよび出力

のコイルを解除できます。ラダー図にはラッチクリアーリレーClear Latching Relay
のシンボル“[Clear]”が表記されます。 

 
ラッチリレー[Latch]とラッチクリアーリレー[Clear]を同時に起動させると、これ

らの回路構成によって双方が実行されまてしまいます。同一のリレーおよび出力に

使用する場合は、ラダー回路上で必ず、ラッチリレー[Latch]の後にラッチクリア

ーリレー[Clear]を位置付けるようにしてください。 
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4. インターロック Interlock [ILock][ILoff] 
 

インタロック基点 Interlock Begin[Ilock]とインターロック終点 Interlock off[ILoff]は
ラダー図上にかならず対で使用します。インタロック基点 Interlock Begin[Ilock]の
特殊機能コイルが導通状態(ON)ならばラダー図上のインタロック基点 Interlock 
Begin[Ilock]とインターロック終点 Interlock off[ILoff]の間に位置するロジック回路

は通常状態で動作しますが、インタロック基点 Inter lock[Ilock]の特殊機能コイル

が非導通状態(OFF)ならば間に位置するロジック回路は次の様になります。 

 
a). リレー･出力コイルは OFF。 
b). タイマは非動作の状態にリセット。 
c). カウンタコイルは動作の設定値を保持。 
d). ラッチリレー[Latch]はそのまま維持。 
e). [δDIFU][δDIFD]は実行しない。 
f). 他の特殊機能は実行しない。 

 
インターロック間(基点から終点まで)はパラレル出力したマスターコントロール

回路と同等の制御をすることができます。 

 

[ILock]

(RLY)

(TIM)

(OUT)

[ Iloff ]

Master

SW1

Overheat

LS2

LS1 Master LS1

LS2

Overheat

SW1

(RLY)

(TIM)

(OUT)

インターロック間

インターロック機能使用回路例 同等回路例

CR1

10min

Out1

10min

Out1

CR1

基点

終点

 図 6.12 

 
インターロック終点 Interlock off [ILoff]は単独で電源母線から接続します。また複

数のインターロック間を設定する場合は少なくともプログラムの終了の前に

[ILoff]機能を設定します。そうでなければ TRiLOGI のコンパイラによって[ILoff]
設定なし“The missing [ILoff]”の警告がでます。また万一[ILoff]を設定しないで

シュミレータ機能を行うと絶えずスキャンの終わりにインターロックをクリアー

します。 
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インターロック間の中に[ILock]を重複して使用して第 2 間･第 3 間の複数のインタ

ーロック間を設定することができます。この場合は[ILoff]は対で使用する必要はあ

りませんが[ILoff]の設置位置を考慮して回路を作成してください。 

 
5. 立ち上がりパルス/立ち下がりパルス Differentiate Up and Doun 

[δDIFU]/[δDIFD] 

 

立ち上がりパルス Differentiate Up[δDIFU]はリレー･出力に割り付け、この特殊機

能コイル[δDIFU]が非導通(OFF)から導通(ON)の状態になると割り付けしたリレ

ー･出力コイルをワンスキャンタイム動作(ON)します。 

 
立ち下がりパルス Differentiate Down[δDIFD]はリレー･出力に割り付け、この特殊

機能コイル[δDIFD]が導通(ON)から非導通(OFF)の状態になると割り付けしたリ

レー･出力コイルをワンスキャンタイム動作(ON)します。 

 
 

[DIFU]/[DIFD]
特殊機能コイル

[DIFU]

[DIFD]

リレー･出力コイル

リレー･出力コイル

ワンスキャンタイム

ON

OFF

OFF

OFF

ON

ON

 
図 6.13 

 
6. マスターリセット Master Reset [MsRST] 
 

特殊機能コイルのマスターリセット Master Reset[MsRST]が導通状態(ON)になる

と、すべての入力･出力･リレー･タイマ･カウンタの出力ビットを非動作状態(OFF)
にします。 

 
ラッチリレーを解除し、タイマ･カウンタ/シーケンサを非動作状態にします。 

 
 


